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７．付議案件は次のとおり 

（議件番号）     （件   名） 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議長の諸般報告 

        町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告 

        一般質問 

報告第 １ 号  繰越明許費に係る繰越計算書の報告について 

報告第 ２ 号  株式会社沼田開発公社の事業計画及び決算に関する書類の提

出について 

報告第 ３ 号  財団法人沼田交通教育協会の決算に関する書類の提出につい   

        て  

承認第 ２ 号  専決処分の承認を求めることについて 

（平成２４年度沼田町一般会計補正予算専決第３号） 

議案第４８号  沼田町過疎地域自立促進市町村計画の変更について 

議案第４９号  沼田町職員の給与の臨時特例に関する条例の制定について 

議案第５０号  沼田町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

議案第５１号  沼田町宿泊交流センター条例の制定について 

議案第５２号  沼田町民体育館設置条例の一部を改正する条例について 

議案第５３号  国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

議案第５４号  北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

議案第５５号  北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 

議案第５６号  平成２５年度沼田町一般会計補正予算について 

議案第５７号  平成２５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算について 

議案第５８号  平成２５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい

て 

議案第５９号  平成２５年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算

について 

議案第６０号  平成２５年度沼田町介護保険特別会計補正予算について 

議案第６１号  平成２５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算について 

議案第６２号  平成２５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

議案第６３号  沼田小学校グラウンド整備工事の請負契約について 

発議第 ４ 号  沼田町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例の制定につい 

        て 
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開 会  １０時００分 

   

（開 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）おはようございます。これより、定例会を開会する前に、

出席者の傍聴者の方々へ一言申し上げます。本日、議員並びに理事者、説明員にお

きましては軽装のまま、議案審議を行いますことを予め申し添えます。傍聴の皆様

におかれましても、楽な姿勢で議会の傍聴をいただければと議長よりお伝えいたし

ます。只今の出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、本日を以って

召集されました、平成２５年第２回沼田町議会定例会を開会します。これから本日

の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

   

（会議録署名議員の指名） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名

議員は、会議規則第１２５条の規定により、８番、中村議員、１０番、渡邊議員を

指名致します。 

   

（会期の決定） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２、会期の決定を議題と致します。会期につきまし

ては議会運営委員会で審議されておりますので、議会運営委員長から報告を願いま

す。中村委員長。 

 

（議会運営委員会報告 中村委員長登壇） 

○委員長（中村保夫委員長）おはようございます。平成２５年第２回沼田町議会定

例会の会期につきまして、議会運営委員会の審議の結果を申し上げます。去る６月

１４日午後３時から議会運営委員と議長出席のもと、議会運営委員会を開催致しま

した。議会事務局より今定例会の提出議案等の概要について説明を受けるとともに、

議長からの諮問事項を受けたところであります。 

これによりますと、今定例会に提出される案件は、諸般報告２件、一般質問、町

長に対して７人７件、教育長に対して１人１件、更に、報告３件、専決処分１件、

計画変更案１件、条例案５件、規約変更案２件、平成２５年度補正予算案７件。 

以上、付議案件全般について審議致しました。その結果、今定例会の会期として

は、本日２０日から２１日金曜日までの２日間とすることで意見の一致をみており

ます。 

以上を申し上げまして、議会運営委員会の報告と致します。 

○議長（杉本邦雄議長）お諮り致します。本定例会の会期は委員長の報告のとおり
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本日から２１日までの２日間に致したいと思います、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から２１日ま

での２日間に決しました。 

 

（諸 般 報 告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第３、議長の諸般報告については、前定例会以降の議会

の動静、例月出納検査結果報告書を提出致しましたのでご覧願います。 

 

（町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報告） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第４、町長の一般行政報告並びに教育長の教育行政報

告を議題と致します。始めに町長から報告を願います。町長。 

（金平嘉則町長 登壇） 

○町長（金平嘉則町長）おはようございます。平成２５年第２回定例会を招集申し

上げましたところ、ご多用にもかかわらず、全議員のご出席を賜りましたことにま

ずをもって御礼を申し上げます。では、一般行政報告を申し上げます。 

（以下、一般行政報告書を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）次に教育長より報告願います。教育長。 

（生沼篤司教育長 登壇） 

○教育長（生沼篤司教育長）続きまして、教育行政報告をさせていただきます。 

（以下、教育行政報告書を朗読） 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、一般行政報告並びに教育行政報告を終わります。

ここで休憩を致します。 

１０時３８分 休憩 

 

１３時００分 再開 

（一 般 質 問） 

○３番（高田勲議員）３番高田であります。私は通告通り、カナダポートハーディ

との交流について、お金の掛かる話もございますので、町長の国際交流に関する思

いも含めてそのお考えをお伺いしたいと思っています。 

 今からもう１９年前になりますが、平成６年我が町がちょうど開基１００年の年

でありました。９月の何日かは忘れましたけれども、たぶん４日だったかなと思っ

ているんですけれども、当時私は商工会青年部の部長を務めておりまして、町民会

館では、非常に天気の良い暑い日で開基１００年の記念式典が行われておりました。

我々は、その前のコミュニティロードでですね、町から依頼されて商工会青年部と
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して町民向けのイベントを行っていたと。当然開基１００年の式典の中では色々な

ことが次第にしたがって行われていたんでしょうけれども、その時ですねポートハ

ーディ市との姉妹都市の調印が行われたという風に認識してございます。その後、

屋外に設置されている仮設ステージの方に当時の篠田元町長と当時のポートハーデ

ィ市の市長さんでありましたラスさんがですね、仮設ステージの方にお見えになり

まして、一緒に餅まきをした記憶がつい先日のことのように思います。それ以降、

ほぼ毎年のように派遣と受入れを交互に繰り返して、今に至っております。まあ途

中、９．１１のテロですとか３．１１の震災なんかで、単年ですけれども交流が途

絶えたことがありましたけれどもまた翌年に再開され、順調に交流を続けてきたと

ころであります。現在は交流事業そのものはポートハーディ交流協会の方に委託さ

れたような形になっておりまして、彼らが中心になって補助金をいただきながら、

子供達の国際感覚の涵養や異文化の交流、町にも「ゆめっくる」にトーテムポール

が１基ありますし、ポートハーディに行かれた方でしたら分かると思いますが、ポ

ートハーディのフロントベイと言っていいのかどうか分かりませんけれども、海沿

いのところに、日本庭園というか公園が向こうの人の手によって建設されておりま

す。 

 昨年、たまたま金平町長が団長となってこちらから交流団ということでポートハ

ーディに行った訳ですけれども私も一町民の立場でその派遣に参加させていただき

ました。当然私も交流協会の役員をやっておりますので、向こうに行きまして議員

は関係なしに、一交流協会の役員としてポートハーディでは、姉妹都市委員会と呼

んでいますけれども、幹部の方と夜にならないと通じない私の英語を駆使しまして、

色々と会話をする訳ですけれども、向こうの町も交流の最初は１９９４年なんだよ

という認識は一緒でありました。つまり平成６年ですね。平成６年から交流が始ま

っているんだよ。その前の年に今の金平町長あるいは今の商工会長、そして元の篠

田町長が９３年に行った時に色々、木を植えたりしてきているんですけれども、基

本的にはというか交流の最初は９４年だよという風な共通の認識にたった訳であり

ます。その中で、本来ですと今年はポートハーディから沼田にお客さんが見えられ

て、沼田町側としては受入れの年、それから開基１２０年、姉妹都市提携２０年の

２６年は、こちらから派遣の年というのが通常の流れでありますが、向こうの姉妹

都市委員会の人達によりますと「是非、私達も２０周年を記念して、２５年も希望

者はいるんだけれども２６年も是非多くの人が沼田を訪れることを望んでいます。」

ということを聞かされ、私もその場で即答できるような立場でも何でもないので「持

ち帰ってよく仲間と検討しますよ。町にもお願いしてみますよ。」という話をしてき

た経緯はあります。 

 ５月の末だと思いましたが、ポートハーディ交流協会の総会がございました。そ
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の中でも、このようなことをお伝えすると、交流協会の方ではそれは是非向こうの

希望に沿うように何とか努力したいものだということで、交流協会も事務局の体制

やら色んな体制を色々見直ししながら、２６年に、まあ２５年も受入れ事業は行う

訳ですけれども、２６年に備えましょうということで体制を作ってございます。 

 そこで、町長に具体的な質問なんですけれども、当初２５年は受入れ、２６年は

派遣、それぞれ所定に従って予算をそれぞれ付けていただくことをお願いしていた

訳なんですけれども、２４年も実は派遣もして、受入れもしているんです。この時

は受入れの費用というのは、一切手を付けず、ほとんど会員の負担で２４年の受入

れは行っています。２３年については震災で中止ということだったと記憶していま

す。この辺も、過去に努力してきたよということも含めまして、来年２６年に向け

て町民による色々な記念行事の検討会も始まったようでございますので、来年に向

けて予算等のお金の話も含めて町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）経過等については高田議員に今お話しいただいたので私も

理解していますし、その平成５年に、今から２０年前に最初に元町長と私と吉住会

長、広野君で行って、私も去年２０年振りにポートハーディを訪れてまいりました。

まああれから２０年の中でですね、今高田議員がおっしゃったような色んな交流が

なされてきています。２０年前と比べると向こうの関係者、姉妹都市委員会の人達

もちゃんと組織ができてますし、きちっとした思いがあって北海道沼田に来たいと

いう強い事も感じてまいりました。私もやっぱり関わった関係、それから去年いっ

た関係も含めて、この国際交流については今後も継続していくのが基本だと思いま

すし、昨今の北海道の中でも、姉妹都市の交流が経済的な状況でやめたり、中止し

たりという町が多いのはたぶん高田議員もご存じだと思いますし、そういった流れ

であります。まあそういった中で、私どももずっとこういう形で２０年も交流でき

たのは、やっぱりそれなりの思いとそれから成果なりがあったのかなという思いで

ございますので、これもよっぽど私どもの町が経済的にならない限りは、多少あれ

でもやっぱり交流は続けていいかなと思っているのが基本でございます。それで来

年度について、まあ来年の話ですので、今年８月に来ることが内々定している訳で

ございますから、来た中でも色々とそういう来年の話もしなければいけないと思っ

ておりますので、その中では今基本的には私どもが、派遣するし、来る方について

もそれなりの対応をするという考え方は持ちたいなと思っております。 

○３番（高田勲議員）それは来年に関してか。２６年に関してか。 

○町長（金平嘉則町長）はい。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）あの、来年は何人来るか正直言って分からないんです。それ
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で昨年ちょっと行ってさっと話した感じでは、１０人とか１２人のレベルじゃない

のかなと思っているんですよ。きっと２０人以上の人が大挙して沼田を訪れてくれ

るんだろうなという風な思いもあります。その辺は来年の話なので、またこれは町

長の予算を編纂するときの色々な思いもあるんでしょうけれども、ちなみにですね、

今年も受入れ事業で予算は１００万円ついているんですけれども、４日ほど前に町

長も伺っていると思いますけれども、ポートハーディからメールが届いておりまし

て、今年はどうも８人、その内家族が２つ、家族といっても３人組の家族と２人組

の家族がいますので、全部で８人ぐらいの予定なんです。去年は３人ぐらいでした

ので、町からの補助金は一切手を付けないで、自分達で何とかやってみようよとい

うことで、自腹でやったんですけれども、協会もなるべく今年もそんなに、まあど

うしようもないところはどうしようもないんだけれども、みんなで負担しながら受

入れ事業を今年はしたいねという話もこの間から役員の方ともお話ししてございま

すので、来年の話をしたら鬼が笑いますけれども、今年の受入れ事業ももちろん協

会の方で責任を持って行いますので、来年は派遣も当然子供達の為には定期的にし

てあげなきゃいけないと思いますし、それから受入れの方もきっと多くの方が沼田

を訪れてくれるんだろうなという風に思いますので、宜しくお願いしたいなと思う

んですけれども宜しいでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）来る分については全然歓迎ですので、来る分をお金がない

から皆さん２０人を１０人にしてくださいということは私どもは言えないと思いま

すので、それは基本的には受け入れる形で協議をしていきたいと思っていますし、

まあこれは質問にはございませんでしたけれども、２０年を迎える訳ですから派遣

の在り方もやっぱり高田議員もたぶん感じていらっしゃると思いますけれども、派

遣の在り方、時期等も含めて、これもやっぱり２０年を契機に考えて、今年来た皆

さんと協議して今後の２０年間の在り方をまた考えたいと思っていますので、それ

は前向きに対応したいという風に思っています。 

○３番（高田勲議員）終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で高田議員の質問を終わります。次に、６番鵜

野議員。農業の成長戦略について質問してください。 

○６番（鵜野範之議員）はい、議長。６番鵜野です。私の方から、最近安倍総理が

成長戦略の関係について色々な報道がなされている訳ですけれども、とりわけ農業

分野の関係の成長戦略についてお伺いしたいと思っております。 

 先月、５月の１７日に成長戦略ということで、第２弾ということで発表されたん

ですけれども、その中で農業関連では農家が生産から加工、販売まで手掛ける６次

産業の市場を今後１０年間で１０兆円に拡大するとともに、農業所得を現在の３兆



 

8 

円から倍増するというような発表がなされ目標を掲げられた訳ですけれども、我々

農業にとってはとても夢のような話でどうなのかなという風な思いでいる訳ですけ

れども、これを政府が掲げた主な目標数値を整理してみますと、６次産業の市場規

模を現在１兆円なんですけれども、それを１０兆円にすると、１０倍ですね。それ

から農林水産物、食品輸出額を４，５００億現在ある訳ですけれども、それを１０

年で１兆円にする。担い手の米生産コストを全国平均、今１俵あたり１６，０００

円なんですけれども、まあ北海道はそれより何千円か安い訳ですけれども、それを

４割削減するよと、これは若干問題なんですけれども担い手の農地利用率を５割か

ら８割。あの、北海道においてはたぶんこれは十分クリアされているのかなという

風に思いますけれども、全国平均でいうと担い手が利用している面積というのは５

割程度、特に耕作放棄地等があってこれを何とかしたいんだという政策なんだと思

うんですよね。これについては、農地中間管理機構という組織を設けながら、そこ

で集積し、基盤整備、団地化して法人、それから大規模家族経営等に渡していくん

だよというのと、更に今回企業に関してでもそういったことを間口を広げますよ、

企業の間口を広げるというような内容でないかなと思っております。それらを含め

て農業農村全体の所得が３兆円から６兆円にしたいんだということで、農家所得が

直接倍になるのかなという風に感じたわけですけれども、実際こういう報道でいう

と農村地区のそういった産業を構築することによって、所得を倍増にしたいんだと

いう内容に受け止められる気がしております。 

現在そしたら農業生産額はどのくらいあるんだということになりますけれども、

９兆４，０００億ある訳です。これを１０年で１２兆円まで上げるということで、

これだけで倍になるという訳ではなく、この軸になるのは６次化の規模の１０倍、

１兆円から１０倍にするんだというのが柱になっていくのかなと思っています。こ

の１２兆円の生産額にするっていうのは１０年間で年２％の成長率、今のアベノミ

クスで２％の成長を見てそういう金額をたてるということなんで、さほどこれにつ

いては期待できるのかできないのか不安なのかなという風に感じております。それ

から基本的に今後１０年間で農家戸数をキープさせるのではなくて農業法人だとか

会社経営っていう格好をとっていきたいんだろうなという中身でいうと今、農業法

人が１２，０００法人ある訳ですけれども、５０，０００法人までにしていきたい

と、４倍にするんだよっていうのと、４０代以下の農業従事者、これ２０万人いる

んですけれども、倍の４０万人にする。要は農家戸数を最終的には企業的な農業を

選んでいきながら農業所得を倍にしていくのかなというような感じでこういう報道

を見ている訳ですけれども、とりわけこれらの成長戦略を踏まえて考えた時に、地

域と農家にどう関連させて還元させていくかが一番この出てきている中身のポイン

トなのかなという風に考えている訳です。町長はこの成長戦略についてまずどのよ
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うにお考えなのかっていうことを１点お伺いしたいのと、せっかくこういった成長

戦略の中で、農村地域の所得を倍増しますよというような内容を来年度から施策と

して、それから予算を組んでいくっていう中において、本町において所得倍増をど

のようにしていくのか、どういう風にしていったらいいのか、どういう風に描いて

ほしいなっていう気持ちはあるんですけれども、描き方をお伺いしたいなと思いま

す。２点宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）今、鵜野議員言っていたアベノミクスの中での成長戦略に

ついてお話がございました。まああの色んな報道を見ると掲げたものはあるけれど

も、具体策がまだ見えていないという形で疑問視する報道もございますので、今後

まあこれから選挙もございますし、具体的な予算の概算要求がこれから８月に出て

きますので、そういった中で、今具体的に出てこないとまだ我々も何とも言えませ

んけれども、今の現状でいえば期待する面もありますので、それはその今後出てく

る具体的な方策を見つつ、的確に農業者それから農協とも協議をしながら沼田全体

の農業が上がるような展開をしていきたいと思っております。それで、その所得を

倍増するっていうことに関しても６次化の問題も鵜野議員が仰いましたけれども、

これは基本的に今６次化でやっているのは農業者自ら、それから個人、それから法

人も含めて本当に色んな例がございます。確かにですから私どもとしても本当に農

業者それから法人が６次化に向けて販売加工、それから展開、色んな海外輸出とか

含めてやることに関しては、私どもも大歓迎でございますしできればそういった動

きが町内で起きてこないかなという風に期待しているところでございます。それら

に対しても的確な国のアドバイスなり、それから色々な事業を持ってきて組み合わ

せると。それで農業者の行われることも含めて農協とまた私ども行政とどうできる

かは、これから具体的に色々と考えていかなければいけませんけれども、とりあえ

ずまた沼田町でまだ６次化の動きがございませんので、それらにつきましてもやっ

ぱり今後様子を見ていきたいなという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、鵜野議員。 

○６番（鵜野範之議員）この成長戦略の中で一番心配している部分は、農地の集積

の関係、まあ所得倍増の部分についてはまた後ほど次の段階でお伺いしたいんです

けれども、結局企業が農地を開放していくというような形の中で本当に地域が、農

業者が農地じゃなくて企業が大きなスタイルの中で買い取られるというのが一番大

きな、まずこの中での問題点だという風に私は感じている訳なんですよね。特にこ

の成長戦略の中身、これは農業の関係なんですけれども基本的には企業中心になっ

たような、企業が作ったような農業の成長戦略みたいな恰好で企業をいかに農業と

絡めるかっていうのがこの柱にあるような感じもしています。府県の遊休農地を企
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業が買い取ってという部分については十分仕方ない部分があるのかなとは思います

けれども、北海道の中でそういった遊休農地の関係についてはそんなに無いですし、

これが全国規模の中で一斉にやられますと、やっぱり北海道の一等地でも向こうで

見ると何十分の一の金額で何千ｈａの規模で企業が買占めできるのかな、そうなっ

た時にそこにある農家戸数は当然減っていくし、地域自体がどうなっていくのかな

っていう心配もあります。特に北海道っていうのは農家、組合員、農協っていう中

で一番ダメージがくるのは農協がそういった農産物の集荷というのはたぶん出来な

くなってしまうのかなと感じています。そういったことも含めながら、守るものは

守っていただきたいなという風に思っていますし、特に今６次化の関係なんですけ

れども、農地集積についてまずどういう風にお考えなのかということをまず再度お

伺いしたいのと、この６次化についても、今なかなか取り組めない状態だよってい

うことの町長の答弁だったかなと思うんですけれども、やっぱり企業でない農家が

単独でこれを取り組むっていうのは非常に難しいんですよね。自分で作る、加工す

る、流通させる、管理させる。それを取り組みやすいような何かシステムづくりと

いうのも必要ではないかなという風に思う訳ですけれども、その点２点お伺いした

いと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）基本的に企業参入が沼田で起きるかっていう問題は、私は

それほど起きないと思っていますし、今まで色んな事業が続いて農業を守ってきた

訳ですからここで新たに新規参入を含めて農業が企業に代わっていく、農家さんの

農地の管理が企業になるというのは私は想定できないと思ってますし、そういう意

味では農地はきちっと守るべきだと考えでございます。それであと６次化の関係で

農家単独でできないから、何か取り組みやすいということは、システムというか行

政が何とかせいという意味かなと思いますけれども、先程言ったように基本的に農

家さんがきちんと自分の所得をまずあげることを考えていただかないと、自らそう

いった姿勢を示さないと次のステップに行かないと思いますので、まあそういった

姿勢が出た段階においては私どもがやれることはしなきゃいけないなと思っていま

す。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、鵜野議員。 

○６番（鵜野範之議員）どの地域も今後同じだと思うんですけれども、人口はどん

どんどんどん減っていくし、農家人口も減っていきます。それで、減らないのは農

地であってそれを守って行かなければならないのは、そこに住んでいる農業者であ

ったり法人だったりなんだと思うんです。まあ強くこの中で農業の規模拡大を示唆

しながら進めていくんだっていう、まあ人口が減るんだから規模拡大は当然そうな

んですけれども、ただ単にそれだけでは地域が成り立っていかないと思っておりま



 

11 

す。今回、農業の成長戦略の中で６次化がこういった中で取り上げて行けるんだ、

地域の中でやっていかなければいけないんだってなった時に、行政の中ででも何か

やりやすいスタイルを作っていけないのかなと思っていますし、そこで産業を誘致

するんでなくて作ることも一つの雇用対策なのかな、沼田の中で何か作れるものを

作っていくっていう体制づくりもまた１つの案なのかなという風に思っています。

そういった中で、これは農業者だけじゃなくて、農業、商業、工業一体となりなが

ら、そして行政も含めながら何か取り組めるような格好の中で、一年に一産業でき

るぐらいの新しい画期的な方法がないのかなと思っていますし、その事が地域の所

得倍増につながっていくと感じているんですけれども、こういった取り組みができ

ないのかっていうことがもう一点質問させていただきたいのと、そういったことで

沼田の産業を町長は今後どう描けるのかということも再度お聞きしながら私の質問

を終わらせていただきたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）正に、ここ最近の動きとしては、商工会も農商連携の事業

を経産省から補助金をいただいて行っているのはご存じだと思いますし、今後とも

私どもは今、今年度中には農産加工場も作りまして、それを利用した中の次の新し

い展開も考えられるだろうし、そう考えると色んな可能性はあるのかなという風に

思っています。先日、今回北いぶき農協の役員さんが変わられました。私どもにも

専務がおりますので、この間、今後の農業の在り方についても若干役員さん一部と

意見交換させていただきました。また、７月に北いぶき農協沼田の全部の役員さん

とも予定しておりまして、その中にも今言ったように商工会とか他の関係の方も入

っていただいて、今後の所得を上げるとか、どうやって農地を守るとか、これから

６５歳以上で後継者のいない農家の方が沢山いらっしゃいますから、今後出てくる

であろう農地をどうするかという問題も含めて、今後の農業の在り方も含めて、農

協も含めて協議をしてそういった６次化に関しても話題にあげて取り組みやすい、

今議員さんが仰るようなシステムの在り方も含めて協議していければなと思ってお

ります。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で鵜野議員の質問を終わります。次に、４番久保議員。

『沼田町の医療を町民と守る条例』を制定してはいかがか？を質問してください。 

○４番（久保元宏議員）はい、議長。私は沼田町の医療を町民と守る条例を制定し

てはいかがかという質問をさせていただきます。現在、町内各地を町長を始めとし

て、沼田町の医療、福祉体制の今後を考える会というのを回ってらっしゃるようで

ございます。概ね、ざっくり聞くと、これから沼田町の町民が亡くなる時は、深川

の第一病院で亡くなるのかなと。例えば、うちの父も母も愛する家内も第一病院で

亡くなって私だけが生き残るのかなと。ただ、しかし沼田町民から病院が遠い存在
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になるのではなくて、むしろ町長さんの提案では町立の病院にするということを仰

っていましたので、むしろ今まで以上に厚生病院が町民に近い存在になるような方

向に、私たちが環境づくりをしていかなければいけないんじゃないかなと、そんな

ような気持ちを持って今回の質問を提案させていただきました。その為には、今ま

で以上に町立の病院なり診療所に対して、経営の立場から目標を設定すると。その

目標に対して町民が全員で参加するような環境づくりをする。それに対して条例と

して裏付けをする。この３つをセットにして、町民全員の病院だというような体制

を是非作っていただきたい、そう考えております。 

 まずはその３つの内のひとつの目標の設定ですが、ご存じだと思いますが、総務

省の財政局で２００８年に公立病院改革プランというのが策定されまして、翌年の

２００９年から各市町村でこれは活用されているようです。３つの指標の目標を掲

げて義務付けしているようですが、１つは経常収支比率、２つ目は職員給与費比率、

３つ目は病床利用率で病床が仮に無くなるとすれば経常収支比率と職員給与費比率

を沼田町もこれから町立病院として設定するという義務が発生すると思います。こ

の義務を今後どのような部門でどのように設定するのか。もし仮にこの目標が既に

設定済みでございましたらこの機会にご報告いただきたい。もしくはこれにかかわ

らず、沼田町も今後は指定管理者が別にいるとは言え、運営の本体になりますので

どのような目標を掲げて今回の事業に取り組むのかということも併せてお聞きでき

たらと思います。 

 ２つ目に町民参加型の環境づくりということなんですが、これから自分達の病院

だという環境を作るために、ガイドライン、若しくは町民が近づく為のサークルみ

たいなものを作っていく、環境づくりの誘い水みたいなものを行政の方で是非やっ

ていただいてはいかがかとそんな質問をさせていただきます。例えば、町立診療所

ファンクラブとか、小児科を守る会、お医者さんとか看護婦さんと交流する会、ま

た更にかかりつけの医者を持とうというそのような会みたいなものを設けまして、

なるべくおらがまちの病院だという、そういう意識を高めてもらう。決して今まで

の沼田町の厚生病院が町民の心から遠かったとは言いませんが、私自身も厚生病院

を利用させていただきまして人間ドックにも行っていますが、お医者さんたちと個

人的に交流するような機会も今まで特に無かったですし、むしろこれからは町立の

病院という発想で行けば、そういう機会をどんどん作っていただきたいなと。そう

すればその中で無駄なコンビニ受診を減らそうとか、お医者さんに感謝を伝えよう

とか色々な形で町民が、例えは悪いですけれども、自分ちのトイレは綺麗だけど外

の家のトイレは汚いみたいなそんな状態ではなく、深川の病院も大切だし滝川の病

院も大切だけど、まず沼田町の病院を利用して、そして更にその精度を高くしても

らってお医者さん達の努力に私たちも応えていこうと、そのような環境づくりをし
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てはいかがかなと思います。 

 そして、３つ目に条例の制定の質問なんですが、ご存じのように病院は警察とか

消防と同じように町民を守る基本的な最低条件です。しかも、沼田町の歴史が始ま

って以来の初めての医療施設が出来るのですから、町民、そして指定管理者となる

厚生連、また町内には２つの歯科医さんや薬局もございます。そして町民が相互と

なって結集してこの町立の病院を守っていくという力強いメッセージを条例化して、

町内外に発してはいかがでしょうか。この３つの展開をすることによって、町民が

もっともっと今町長が各地で説明している懇談会の内容に肉付けがされますし、町

民の参加の機会も増えていくと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）まず、目標の設定でございますけれども、たぶん議員もご

存じかと思いますけれども、この公立病院改革プランの策定を義務付けられている

のは公立の病院でございまして、公的医療機関である沼田厚生病院はこの該当はし

ておりません。ですから、町でこの目標を設定しているとか、この３つの指標につ

いては私どもは策定する義務はございませんので、この数値はございません。です

から、まだ具体的な作業とかは入っておりませんので、今後どう目標を設定するか

について、まだ具体的な作業には着手しておりませんので、これも現状としてお答

えする数値はございません。 

それから、町民参加型の環境づくり。これは、今私どもはその考え方を示してお

りまして、議員はその町立が前提の質問でございますけれども、それを前提という

ことで立つと、今議員が仰るような、本当におらがまちの病院というような考え方

については私も賛成でございますので、これはどういう形になるかは別として、こ

ういった病院を守る姿勢なり、議員が今仰ったような提案も含めて、検討をする値

はあるのかなと思っております。 

それから、条例の制定でございますけれども、これもやっぱりそう考えると何か

やっぱりメッセージとしては、条例化することについても特に意義のあるものかな

と思っておりますので、これらについてもそうなった時におきましては、是非とも

そういった検討も前向きにしていきたいし、そんな考え方もしております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）ありがとうございます。条例の制定についてなんですが、

私も２回、説明会を聞かせていただきました。最初の日曜日の日は３１名、人がい

らっしゃって２回目は確か２５名だったと思います。その数が多い少ないというの

は別として、出てきた質問を聞きますと、何となく今回の報告が決まってくるまで

の政策過程というか予算編成過程に対する、情報の公開に対する町民のストレスが

あったんじゃないかという印象をもっております。今日の傍聴に来ている方でも、
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この説明会に来ていらっしゃった方いっぱいいらっしゃると思うんですが、例えば

給食センターにしてもほたる館の今回の事にしても、病院の事に関してもなかなか

決定するまでの過程に町民が参加する場面が少なかったんじゃないかなと私も反省

はしているところですが、それがこの間の説明会で町民の質問にもなっていたと思

います。 

まだ、今町長が町立病院に決まった訳ではないと仰っていましたが、町立病院に

するかしないかということの議論をする時にはやっぱりおらがまちの病院、仮に町

立病院でなくなったとしても医療は沼田町に必要だと、そういったことでいけば沼

田町の医療を町民として守る条例というのは必要だと思います。 

これから設計図面を引いていくという作業にも恐らく入っていくと思いますが、

現在の病院にかなり町民の税金負担を毎年しているので、それを多年度に膨らませ

ない為に早いうちに取り組みたいというのが町長のご意向だということを説明会で

仰っていまして、私もそのように理解しております。そうすれば図面を引くタイミ

ングと条例の設定のタイミングというのは同時に行っていかなければいけないと思

っておりますが、その条例設定のタイミング等について、あと町民の参加の視点に

ついて町長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）あの、条例の設定まで、そこまで近々の問題ではないと思

っておりますので、そこまでは今考えておりません。ですけれども、どういった病

院にするかについてはやはり住民の参加を得て、参画していただいて、そういった

おらがまちの病院と思えるような病院づくりは必要かなという風には認識しており

ます。ですから、それを並行してやるかどうかは別として、それらについてもその

中で条例の問題とか、さっき言ったその議員が仰るようなサークルとか、町民参加

型の病院とかそれらも含めて皆さんと検討できればいいかなと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）それは出来上がってからそういう作業に入るということな

のか、これから２年間の間に町長が恐らく１年半の間に行っていく作業の中でそれ

が含まれるのか、１期目の任期の中にそれを提案されるのか、それを最後に伺いた

いと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）そこまで作業なり計画が進んでいませんけれども、今言っ

たように全然出来上がってからでは意味がないと思いますので、作る過程で検討で

きればと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で久保議員の質問を終わります。続いて１番、津川議

員。町民の町政への関心度について質問してください。 
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○１番（津川均議員）議長。１番津川でございます。町民の皆さんの町政に対する

関心度についてお伺いをしたいなと思いますけれども、町長もまあ大変ですね、色々

と。条例作れだとか。まあ中身についてはですね、一般通告書に書かれてある通り

の中身でございまして、色々な町の方で各課、あるいは各担当の方で懇談会や説明

会を開いている。でも、なかなか出席者も少ないし、本当にその来た人達も十分に

理解をしてもらえているのかどうなのか、町民の皆さんの関心度っていうのはどの

くらいあるのかなという風に私も常々思っておりまして、今日、傍聴席に来ておら

れる方は別ですよ。こういう方は本当に熱心に関心度を持って町政を見ていただい

ておりますし、こういった人達の中から是非功労者を選んでいただければいいんで

はないかと思いますけれども、功労者も１名来ておりますけれども。一体町長は町

民の皆さんがね、町のやる事業、どの事業に対しても本当にどの程度関心度を持っ

ているっていう風に認識をしているのか。つい先日も、居なくなったお年寄りの方

がいらっしゃって１名の方が友達の家に遊びに行っていたとかっていう話でしたけ

れども、これらにしても沼田の事業でやっている見守り隊サポート事業ありますよ

ね、こういったところが本当は機能をしなければならないんだけれども、そういっ

たものが働いていない。これはやっぱりもう少しそういった事業に対して町民の皆

さんがしっかりと理解をしてもらわなければならないし、こういう理解がされてな

いから機能をしていかないんだろうなという風に私は思うんですけれども、これは

一つの例で色々な事業の中でそういった点が何点か見られるような気がするんです

が、町長自体は町長になってから町長室を開放して、町長がいる時には出来るだけ

多くの人に来てもらって色々な話をし、説明をしている、あるいは理解を求めてい

ると思うんですが、１日平均どれぐらいの人が来ているのか私は分かりませんけれ

ども、そういったものも含めてある程度住民の皆さんに理解をきちんとしてもらえ

ていると関心度は持ってもらえているんだと認識しているのか、いやいやまだまだ

この程度では足りないよという風に思っておられるのか、まずその点について見解

をお伺いしたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）あの、今日傍聴者はいつもよりは多分少ないですよね。こ

れも今日の議会にどれだけ関心を持っていらっしゃるかっていう裏返しと考えれば、

まあ議会も色々努力して広報を流していらっしゃいますし、多分、議員さん個人個

人、皆さんも今日来るにあたっては、それぞれ地区の方とか色々話し合って多分今

日の議会に出て来ているし、それぞれの常任委員会にも出ていると思います。 

 まあそういう中で、それは議会の問題ですけれども、我々としては今回一例とし

て懇談会の話を今されましたけれども、今現状では前回３月にやった懇談会よりは

出席者は多いです。それと地区ごとにやった以外のあと老人クラブを２つの老人ク
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ラブ、それから過日はＪＡ青年部との懇談会もこちらからお願いしてやりました。

そういうところも含めて、関心度は私はあると思っています。ただ、それが数字に

現れるどうかは別として、来た参加者については皆さんと色々懇談しますけれども、

本当にいろんな意見をお伺いしていますし、以前よりは色んな、来て本当に手を挙

げて話す方もいらっしゃいますけれども、それ以外にも本当に来て何事もしゃべら

ないで帰る方もいますので、今回の懇談会もまあ副議長が来た以降の懇談会につい

て説明した後、我々職員が中に入って行って色々話を聞いたりだとか、そういった

きめ細かな懇談会をやるようにしました。あと、理解ができたかできないかも含め

てですね、簡単なアンケートも取らせていただくようにしました。そういうものを

見ると１００％ではないけれども、ある程度私どもの説明を理解していただいてい

るのかなという風に思っております。でもやはりまだまだ私も足りないと思ってい

ますので、これからやり方も問いかけも、それから先程久保議員からも質問ありま

したように、例えばこれからやる医療福祉の問題についても色んな住民参加をして

いただいて、それに参画してもらう機会をこれから多く作って行きたいなと思って

おります。そういった手法をこれからやることによって、少しでも関心をもってい

ただける、それでまた自分の問題としてまちづくりに参加していただけるんじゃな

いかと私は思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、津川議員。 

○１番（津川均議員）まあ町長はある程度関心度は高まっているという風に自称し

ておられるようでございますけれども、実はですね、つい先般も開かれた病院の関

係、正直いって私は２０人や３０人程度ではなくてね、もっと大勢の人がやっぱり

心配をして懇談会に参加をしてもらえると思った。我々、私だけではなくて議会の

１０人の皆さんもやっぱり同じように思ったと思う。病院ではなくなる、診療所に

変わるということはこれは大変なことなんですよね。この後、中村議員からもまた

病院の関係については質問があるようでございますけれども、最後はやっぱり沼田

の町の中で死ねない、事故や突発的なことは別だけれども、普通に生活をして、普

通に寿命を迎えて死ぬ時に最後は病院に入って死ななければ行けない訳ですから、

そうすると沼田の町で死ねないというのは大変大きなことだし、それから例えば救

急対応も今度はできなくなってしまうということになると、もしかしたら１秒を争

うような怪我や何かの時に救急隊員はある程度の知識はありますけれども病院では

ないですから、そうするとやっぱり沼田の厚生病院でそういう対応を受けなくなっ

て、その為に深川まで救急車で運ばれたけれども時間がちょっと掛かりすぎて亡く

なるっていうケースも、もしかしたら出てくるかもしれない。そんなことを考える

とやっぱり大変な問題だという風に私は思う。当然町民の皆さんもそういう意識で

いるんだろうと思ったんですけれども、残念ながらあの程度の人数しか集まらない。
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本当に沼田の人っていうのは病院いらないのか、無くてもいいのか。普段、我々に

は何人かの方は「とってもじゃないけど病院なくされたら困る。」と「議会何考えて

いるんだ。」当たり前にそういった苦情が出てくる。じゃあそういった人達は何で説

明会に出てこないんだろう。そういう懇談会に来て意見をどんどん言えばいいのに

な。その２０人なり３０人なりが来た懇談会に集まった人達の中からでもそういう

厳しい意見は１つも無かったですよね。「まあ２億を超える赤字だから仕方がな

い。」「病院から診療所になるのも仕方がないな。」っていうある程度応援するような

意見しか出てこなかった。だけど、その外に出てみるとそういった意見が結構多い。

これはどうなんだろうか。そういう懇談会に出てこないで文句を言っている人たち

が悪いんだろうか。そんな人達っていうのは本当にごく一部なんだろうかって。そ

うではないんですよね。結構いるんですよ。だから、町長が思うほど私は町民の皆

さんというのは関心度は上がっていないっていう風に理解をしております。だから、

こういった状況でこれからまちづくりをしていく。今年から始める事業の中に北海

道沼田ふるさと応援隊事業ですか、これも商工課長に聞きますと５月に始まって、

今の段階でもう既に２５人からの応募があるという風にお伺いをしました。これは

わずか１ヶ月ぐらいでこんなに理解をしてくれる人が多いのかなと関心をして聞い

てまいりましたけれども、これは多分始まった一時だという風に思います。なぜか

というと、この人達にメリットは何にもないんですよね。町外の人達に応援隊事業

で会員になってもらっても、何か特別に特権がある訳でもない、何か優遇される訳

でもない。そうするとね、本当に沼田の事を大事に思ってくれている人がこの２５

名なんだろうけれども、せいぜい増えてもあと大した人数ではないなと私は思って

おります。そうするとね、やっぱり、やっぱり沼田町全体で町民の皆さんも一緒に

なってまちづくり、それから今の過疎化の歯止めをかけていく為の努力をして、色々

な事業に協力をし、参画をしていかなければならないし、町民一人一人がスポーク

スマンになって町外に行って、色んな沼田の宣伝をしなければならない、してもら

わなければいけないんだろうなと思う。それで、その為にはやっぱり関心度をまだ

まだ上げなければ、今のままではジリ貧かなと思います。こういった町民の皆さん

への関心度は出前トークだとか懇談会だとかっていう風なものも一応受け入れては

いるみたいですけれども、それにしてもその向こうから要請があった場合っていう

風にお伺いしています。できれば町長の方から更に声をかけてこういった病院の関

係、それから前には厚生施設の関係、それから自衛隊の時も多分そうだったんだろ

うけれどもそういった町民に対して、住民の皆さんに対して本当に大事な大きな事

業については、町長の方から声をかけて出向いて、もっと真剣に話を聞いてもらう、

説明を聞いてもらうそういう姿勢が必要なのではないのかなという風に思いますが、

この関心度を更に引き上げる為にどういう風な考えでいるか再度お伺いをしたいな
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と思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）あのー、多分関心はあってもそういう風に声を出すか、出

席するかは別として、副議長はそう思ってらっしゃるけれども私は皆さんそれぞれ

の立場で関心を持っていらっしゃると思います。それで、そのやり方がどうなのか

という問題も含めてですけれども、先程のＪＡ北いぶき青年部も何とか日にちをお

願いして、私どもの方で農協の倉庫まで行って、そこで説明会をやらせていただき

ました。例えば会議室で無くても、あんどんの作業場でこの間はやった訳です。そ

れで１７、１８名ばかりの農家の方が仕事を終えてきていただきました。そこで説

明をして農家の青年方から例えば今後の住宅の問題とか色んな話もさせていただき

ました。雇用がどうなるんだという話もさせていただきました。それで次に、女性

部は「酔心」で会合をやるというので今度我々は「酔心」までいってそこで説明会

をやるということで何とか１時間を取っていただきたいという話をさせていただき

ました。これはだから無理に行っているけれども、懇談会も今度やる時も町内会に

行きますし、色々とどこでも行きますという話もさせていただいております。です

からこれはまあ、相手は嫌かもしれませんけれども我々としては積極的な姿勢は示

しておりますし、私どももいつでもそれは受け入れる姿勢は持っております。です

からそういった形でまあ先程も言いましたけれども、今回の色々な沼田町の介護福

祉、それからこの問題につきましても、少しでも住民に関心を持ってもらうために、

この後例えば今回提案した小規模多機能とか、それから福祉医療にしても町民の見

学会を行うとかという形で、やっぱりそういった一つ一つを関心を持ってもらおう、

それはいっぺんには来ませんよ。でもそれは積み重ねが必要かなと思っていますの

で、そういった形で今後これが具体化になった時には少しでも参加しやすい、それ

から意見の言いやすいような形を持って関心度を上げていきたいなと思っておりま

す。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、津川議員。 

○１番（津川均議員）そうやって一杯飲みながら話すると本当に本音が聞けるでし

ょ。 

○町長（金平嘉則町長）それは飲んでません。 

○１番（津川均議員）飲んでないの。出来れば少しアルコールを入れるともっと素

晴らしい意見が聞けるのかなという風に思いますけれども、やっぱりですね、この

町おこしをする為には町と町民の皆さんと一体となって取り組んでいるという姿勢

が、外から見ると沼田の町というのは本当にみんなで一丸となって頑張っているな

っていう風にみられる。そのことがやっぱり大事だと思いますので、出来るだけこ

れからもそういった、出向いてそういった説明会、あるいは懇談会をしていただき
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たいなと。それは町長だけでなくて我々議会としても当然その事に努めなければな

らない。やっているんですけれどもね、でも議会は何にもしていない。お前たちは

町長の言うことをそのままに聞いているだけの話ではないかという風に言われるか

ら、だから是非懇談会に出てきてしっかりと意見を言って、我々のやっている事を

見てくださいっていうんですけれどもね。まあそういう人に限ってなかなか出てこ

ないんだ、懇談会にね。そういった意味で一緒に沼田の人口がこれ以上減らないよ

うに、そしてもっと活力のある町にする為に我々も努力しますから、一つ町長も今

後とも努力をしていただくことを希望して質問を終わります。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上で津川議員の質問を終わります。ここで１０分

間休憩致します。 

１３時５７分 休憩 

 

１４時０７分 再開 

○議長（杉本邦雄議長）はい、再開致します。次に、２番上野議員。沼田町の公共

交通について。 

○２番（上野敏夫議員）２番上野敏夫です。私の方から沼田町の公共交通というこ

とで、町内のことについては、色んなデマンドだとか色々なことで町はやっておら

れますので、町外に移動する時の、公共交通について質問させていただきたいと思

います。 

 私は沼田にいて、沼田は札幌に行く時には札沼線と言って、沼田から乗ると札幌

までに乗換えなく行ける町であったし、更に沿岸バスが沼田を経由して留萌だとか

深川、旭川まで行けた、乗換えのない状態で沼田の町民が利用していた時代があり

ました。そのことから、今の沼田町は札幌とかに行く場合については、秩父別のバ

ス停、恐らくこれは何か話を聞きますと秩父別のインターにバス停が移るような話

も聞こえておりますけれども、どっちにしても秩父別から乗るか、碧水から乗るか、

深川から乗るかっていう感じでなければ都会の方には交通の便が悪くなってきてお

ります。そんなことで出来たら沼田町が高速バスみたいなものが沼田町を経由して、

町民が、まあ病院等もそうですけれども親戚、色んなところに乗換えの無い交通機

関を利用できるようにならないのかなと私は思っております。 

それとそういうことを、出来たら各公共バス的なところに要望できないのかなと

思っています。それと、今町民はＪＲで行くと深川の駅を利用することになるんで

すけれども、出来たら、これは町長先にもう行動されていることがあるかもしれま

せんが、質問でありますので、既にやっているんであればそれで話は終わりますけ

れども、深川の駅の階段、更に冬の場合は特に寒くて凍り付いて、若い人でも結構、

特に足の不自由な方、高齢者にとっては、とても不便な駅のように聞こえておりま
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すし、これは沼田だけでなくて深川市民からも私は聞こえておりますし、留萌沿線

の方々も深川の駅を乗り降りすることによって、その、深川の駅にはちょっと今の

時代に合わないような危ない階段しかないので、出来たら、各町の首長と協力した

中で、深川駅にエレベーターの設置を要請していただきたいと思います。ＪＲの函

館本線は付いていないのは大きな市でいけば深川市だけのような気もしております

ので、是非深川の駅にエレベーター、まあ留萌線の果てまで行くと３箇所付けてい

ただくことによって利用者が利用しやすくなるし、町民も安心して交通機関を利用

して、色んな目的地に行けると思っています。更に、沼田は雪が多い中で沼田の駅、

それとかバスを利用する場合について、冬期間は駐車がするところがなくてちょっ

と不便な町のような気がしておりまして、出来たら冬の事を考えて、公共交通を利

用する場合についてはどこかに電話で予約をして、その中で駐車場が利用できるよ

うな町になれば、町民も安心して目的地に行けるような気がしておりますので、私

の３つ程要望っていうか、したらいいと思うんですけれども、町長の考えをお聞か

せください。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）あの、質問の中でバスの話も出ましたし、ＪＲの話も出た

のでこれは別々な話としてお聞きしていただきたいと思いますけれども、まずＪＲ

の関係で現状の留萌線の話をまずさせていただきます。これは毎年ＪＲ北海道の方

で沼田町には５月頃、前年度の営業収支とかＪＲの経営状況について毎年説明に参

ります。まあこれは参考ですけれども、ＪＲ全体としては江差線が地域との合意で

廃線になった。これは皆さんご存知だと思います。それで留萌線は道内で４番目に

低い乗車率ということでございます。それから統計的に学生の通学が主な旅客率と

なっていると。それで現状としてはその低い乗車率を考えると厳しい状況でござい

ます。留萌線全体としては、昭和６２年を１００とした場合ですね、ＪＲで４０％

落ち込んでいると。それからバスでも、これはバスっていうのは民間バスの話です

けれども、３０％利用者が落ち込んでいるという状況でございます。ちなみに、利

用区間が少ない区間としては、今言った江差線が４２ｋｍでこれは輸送密度という

計る係数がございまして、江差線が５０。札沼線の医療大学と新十津川の間が４７．

６ｋｍありますけれども、これが９０。それで石勝線の新夕張と夕張の間１６ｋｍ

の間が１１０。それで次に留萌線が６６．８ｋｍ深川増毛間で輸送密度が１６２と

いう形で、本当に少ない状況でございまして、１列車あたり平均乗車が、昭和６２

年約２７人あった一日平均乗者人数が平成２３年度で約１１人と、４割の人が激減

しているという状況でございます。ですから、こういった状況から考え、そして今

ご存じのようにＪＲ全体の営業収益とか、それから人口減少、それからご存じのよ

うに高規格幹線道路が大和田まで伸びている状況。あと３年くらいすると多分留萌
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の最終地点まで完成するというような運びでございます。そうなると、なかなか今

上野議員の言うように、汽車が直通で昔走っていたように準急とかって我々の世代

はご存じかと思いますけれどもそんなことが走るっていうことは、本当に実現性は

極めて低いと私は判断しておりますし、このまま行くと本当留萌線廃止という話題

がでなければいいがと思っています。現状の留萌線の現路線維持確保について、や

っぱりこれを最大限努力するのが最重要課題でないかなという風に思っていますの

で、是非その辺でご理解いただきたいと思っております。それから、エレベーター

の話でございますけれども、これについてもこの間町民懇談会の中でも高齢者の方

からそんな話がございました。それで、これらについては関係町村は留萌沿線、深

川市、留萌市、それから秩父別町、増毛町も絡んできますので、これらの状況も～

～～が必要でございますけれども、ただ、エレベーターの設置に関しては基準がご

ざいまして、駅乗客数が１日３，０００人以上が設置目標でございます。それで、

深川市の乗降客数は現在２，０４６人です。１日。となっております。ですから、

これらの設置基準からするとＪＲは、深川駅で設置するのはＪＲ北海道の事を考え

ますと難しいかなと思っておりますので、これはそういう状況を踏まえつつも関係

町村にちょっと打診をしてどんな状況なのか、それを聞いてまた要望等の活動につ

いても考えていきたいと思っているところでございます。それから公共利用の冬期

間の駐車場でございますけれども、現駅周辺に用地を確保することがなかなか難し

いと思っております。今、現在利用できるとしたら観光情報プラザの横の駐車場か

ＪＡの農協前の駐車場かなと思っていますので、是非そういうところの体制を整え

ながら利用できるような、協議をしてみたいと思っておりますので、ご理解いただ

ければなと思っております。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○２番（上野敏夫議員）最初の直行便というのは、不可能のような回答だと思うん

ですけれども、出来たら一日に一本でも二本でもいいですから、沼田から直行バス

が一日旭川行き、朝何時１本、帰り直行に沼田まで到着するような、一日数本でも

いいし一本でもいいから何かそういう町民が安心して乗換えなく行けるようなこと

も考えていったらどうかなと思います。それとエレベーターについてはこれから、

利用者が約１，０００人程少ないからちょっとＪＲとしては設置うんぬんというこ

とにはなりますけれども、本当に町民なり足の不自由な方、色んな高齢者にとって

も是非設置してもらいたいので、行政とＪＲと上手く話をしながら早めに、早急に

エレベーターの設置を協議してほしいと思います。あとは公共駐車場については町

長言いましたので以上です。それで、直行便のことだけでも考えを。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）あの、バスの直行便。これは今言ったように、これを皆さ
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ん利用するとＪＲの利用が減りますよね。ですからさっき言ったように廃止に拍車

がかかってしまうと私は思うんですよね。だからもちろんＪＲの方が深川行くのは

安いですから、これが皆さんバスに取られてしまうと、今でさえ留萌からは直行便

でバス利用する方が多いんですから、それをやっぱり十分に考えて、まず今ある路

線を確保する事が私は先決かなと思っていますので、安易に直行のバスを要求して

ということは私は問題かなと思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、上野議員。 

○２番（上野敏夫議員）本当に一番いいのは深川の駅にエレベーターを設置して利

用者を多くして、沼田の駅を利用しやすいようなことを是非町長やるように要請お

願いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で上野議員の質問を終わります。次に、１０番渡邊議

員。アベノミクスと町行政について質問してください。 

○１０番（渡邊敏昭議員）はい。１０番渡邊敏昭です。町長の行政報告にもありま

したけれども、アベノミクスと町行政についてということで、もう少し詳しい内容

で伺いたいな、そんな風に考えています。 

 安倍内閣は昨年１２月の衆議院選挙で自民党が圧勝して以来、それまでの民主党

政権の失策も、それをも踏み台にしながら小泉内閣の三位一体の政策ですか、あれ

にも勝るような勢いで改革を進めようとしているように私は思います。まあ新聞等

にそのことについてはご案内のとおりでございますけれども、あの小泉内閣の三位

一体の時には、国庫補助金負担金や交付税の関係ですか、それから税源配分の在り

方などの改革が行われまして、結果的には地方交付税の削減が２割以上進められた

と思います。まあ地方行政の体制というのは、大きくあれで変わったと私自身は考

えてございます。 

 今、安倍内閣は姿かたちは変えども、あの時の三位一体の改革にも増して、国の

改革を進めようとしていると思います。まあある党からは安倍の暴走なんて言われ

ているところでございますけれども、矢継ぎ早に色々な提案がなされて、本当に内

閣の総意の中からこれだけのことが出ているのかなと思われるところもございます。

とはいえ、与党が多数でございますので法案はどんどん成立してますし、７月の参

議院選挙後だってどんな風になるのか全然検討がつかないのが現状かなと思います。

正にアベノミクスは拡大成長中、そんなようなところでないかなと思います。だと

したら、このアベノミクスをたまに皮肉ってアベノリスクなんて言う人もいますけ

れども、そんな風にならないように地方は地方でこの策を生かすことを考えなくて

はならないと私自身は考えています。この、アベノミクスの町行政への影響はどう

なのか、またあのこれら総体について町長の考え方をちょっと深く掘り下げて聞い

てみたいなという風に思いますので、宜しくお願いしたいなと思います。 
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 まず、質問様式にも列記させていただきましたけれども、一番目にＴＰＰの交渉

参加の問題です。交渉時期が本当に近づいてますけれども本当にこれは日本の国益

にプラスになるのか。私は農業者ですのでどうしてもちょっと皮肉って考えてしま

いますけれども、どうもそうにはならないんじゃないかなと私は思います。デフレ

脱却がアベノミクスの最大の目標だとすれば、その為の３本の矢の、政策の重要な

カギになると言われているのがこのＴＰＰだとに言われてます。それだけに、一部

の産業を犠牲にしても、アメリカの自動車産業と日本の大手企業の言いなりに交渉

は成立させるんでないかなとそんな風に私は思います。農業部門の食糧取引自由化

被害が大きく取り上げられていますけれども、その為に日本の食品の輸出を推薦し

ているというのがアベノミクスでないかなと思います。先程、鵜野議員の話にもあ

りましたけれども、私はその自国の食料も満足に賄えないような状態で、食品輸出

に転機を見出そうとするのはどうかなぁってそんな風に考えている一人でございま

す。まああのＴＰＰ問題についてはそれだけでなくて、医療や保険産業だとか人材

移動まで自由化しようとしています。ましてやその裏にはＩＳＤ条項だとか、後戻

りできないよというラチェット規定だとか、たくさん色んな事があります。こんな

中の交渉ですので農業者の一人としては、ただでも低い自給率が一層低下が間違い

ないと言われているこの一点だけを見ても、ＴＰＰは交渉に値しないんではないか

なと私は考えています。 

 まあ国の自立はまず自国の食糧を海外に依存しないということが大事なことなん

でないかなと思っていますので、そのことについて町長はどういう風にお考えなの

か聞かせていただきたいなという風に思います。 

 ２つ目は、安倍政権自体が憲法改正を強く打ち出しています。その改正をしやす

くする為に、９６条の改正まで踏み込んでやろうとしております。憲法っていうの

は僕の考えですけれども、国民に自由を与えるとともに権利と義務を定めるもので

す。それゆえ、たとえそれが国民から選ばれた国会議員とはいえ、一部の人間の勝

手から簡単に改正されるべきものではないんでないかなという風に思います。町長

はどのように考えているかお聞きしたいと思います。 

 ３つ目は、地方交付税についてです。このことについては町長も行政報告の中で

述べられておりましたけれども、国は地方交付税の配分を見直そうとしています。

頑張る自治体に傾斜配分を考えているようですが、国の指導に従う自治体に多く配

分するというような、脅しのような気がして私にはなりません。復興予算や原発対

策予算ですらままならない台所事情でそんなことが本当にまかり通るのか、町長の

考えをお聞かせ願いたいと思います。 

 ４つ目、これはこのままで行くと、私自身は本当に米国依存の体制がどんどん進

むんじゃないかなって、決して私はある党に偏っている訳ではないんですけれども、
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どうもそんな風に考えてしまいます。まああの先日のＧ８の中にもアベノミクスは

経済発展を希望する国からは非常に高く評価されました。しかし、財政再建を目指

す国、ドイツなどは金融政策などで批判をものすごく浴びせかけております。日本

も多額の借金を抱えている国の一つだと私は思っておりますので、このまま大国ア

メリカに頼りすぎると、いずれは国民生活や地方の財政により大きな負担を掛ける

ようなことになるんでないかなという風に思います。まああのアメリカ依存の方向

性に対して、沼田町民や町行政に対する影響、それらの事について町長の総体的な

意見を聞かせていただきたいなと思います。 

 まあいずれにしても全ては国の政策です。地方の議会がどうのこうの言う内容で

は無いかもしれませんけれども、是非沼田町長、金平町長の意見を聞かせていただ

きたいなという風に思います。宜しくお願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）まあその、連日色んなアベノミクスの報道がなされて毎日

のように色んなニュースが流れております。それによって株価も乱高下して一喜一

憂しているというか、それによって大変な目に逢っている人もいますし、儲けてい

る人も多分居るんだろうなという風に思います。それはだから全体として、本当に

それがいいのかどうか、冷静に見極めなければいけませんし、沼田の地方経済まで

がまだその効果が本当に来ているのかというのは疑問視ですので、まだまだ都会中

心の話かなという風に思っていますので、これは今後ともこの状況を見据えて、本

当に沼田町にとって何が本当に必要なのかを冷静に見極めて今後の沼田町の行政を

していきたいと思うのが基本でございます。それは、確固たる沼田町がどうあるべ

きかということをきちっと持つ必要があると思いますので、国がどうあれ、私達沼

田町が今後どうやって沼田町を維持していくかということをきちっと、皆さんと論

議しながら舵を取っていきたいっていうのがまず基本でございます。 

 それで、その中でまずＴＰＰの問題でございますけれども、これも連日農業新聞

なり、色んな各紙を見ても本当に色んな情報があり、どれが正しいのか私も本当に

分かりません。これら交渉経過については非公開でございますので、基本的には。

これをいつの段階で政府が出すのか全く分からない中で、我々がどう論議するのか

っていうのは本当に難しい状況でございます。今一番話になっている米等の重要５

品目の本当に聖域が守られるかどうか、これが一番の多分農業者としては関心があ

るのかなという風に思っていますので、これらについてもやっぱり十分に注意しな

がら、我々の場合は町村会とか、議員さんも国会議員さんがいらっしゃいますので、

そういった中でこの問題については日本国、それから沼田町にとっても不利益にな

らないようなことで、私も努力していきたいと思っております。 

 それから憲法改正の９６条の問題ですけれども、これも私も議員が仰るように懸



 

25 

念を持っている状況でございまして、何の為にこれを改正しようとしているのか全

く私も意味は分かりません。やはり、改正するならどこをどう改正するとか、その

前段の論議がないまま、方法だけを論じている今の中では、もっと国民的な色んな

議論が必要でないかな、まあ最近またその話もトーンダウンしているような状況で

ございますので、それらについても凝視していきたいと思っています。 

 それから交付税を見直すということでございます。まあ頑張る自治体に傾斜配分

するということでございますけれども、私としてもこれも具体的な方向については

示された段階において、何とか沼田町がより少しでも入るような状況の中でですね、

私どもも独自な政策、独自な提案を国なりにして頑張っていきたいと。まあそうい

った事業も今回の町民に示している色んな政策についても大きな事業ですので、あ

あいったこともやっぱりより我々にとってもプラスになるような形で訴えをしてい

きたいという風に思っております。 

 それから、アメリカ依存でございますけれども、全てアメリカ依存というのは本

当に好ましくないので、ある説明会の時にアメリカに守ってもらっているんだから

ある面では仕方ないという発言をする某国会議員もいましたけれども、全てをアメ

リカに依存するという体質は私も良くないと思いますので、やっぱり日本は日本と

して自立するような国づくりが必要かなという風に思っております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）ありがとうございます。ほぼ、ほぼっていったら変です

けれども私の思っているのと同じような内容で回答をいただけた。そんな風に考え

ております。なかなか難しい問題っていったら変ですけれども、国の問題なので、

これは町長もなかなか答えづらいところもあるんじゃないかなと思います。 

 ただあの、３つ目の地方交付税のことで町として独自の政策を打ち出していく必

要があるんじゃないかということに、私も本当にそう願いたいと考えています。と

きたま、今までの質問の中にも突拍子もない質問になって申し訳ないんですけれど

も、沼田町はちょっと保守的じゃないかというような意見を言わさせていただいた

こともあります。今日の新聞を見ましても美唄だったかコンピューターのサーバー

の施設、いきなり実験施設を今年から始めるなんていう話が新聞載っていましたけ

れども、いつの間にあんな研究施設を建てていたんだろうと思うような状態でござ

います。まあ思い切って沼田町ももっと、このアベノミクスを利用したような前向

きの体制を立ててはどうかと私は思います。良いか悪いかは本当に町長が言うとお

りどういう方向に向かっていくかが分からないんですけれども、この今回その農産

加工場の施設も新しくなりますけれども、こういう時にもっと前向きにやっていく

ことが大事なんでないかなという風に考えています。 

 先程、鵜野議員のところで６次化産業の話が出ていました。農業、１、２，３を
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足して６次化みたいな妙な６次化ですけれども、なかなかそんなことをやれる人と

いうのは本当に一握りというか、こんなことで本当になるのかなって。日本の農業

政策そのものが、棚田を守りながら大型化を推奨するなんていうおかしなことをや

っている自身が変なんじゃないかなって私は思うんで、これはきっと報道の方が誰

かいらっしゃったら新聞でバッシングされるんじゃないかなという風に思うんです

けれども、実際やっていることがアベノミクスもそうですけれども、何をやろうと

しているのか掴みづらいという、本当に難しい問題なんでないかなと考えています。 

 自民党そのものは昭和２２年のポツダム宣言で、この作られた憲法を何とかして

改正したい、そんなことから日本国憲法を改正する為に自由党っていうんですかね、

それを成立したという風に私はお聞きしてございます。まあなかなか憲法も変えら

れないんで、新憲法を制定したり、経済復興を目標に作ったのが自由民主党だとい

う風に言われていますので、結局そっちの方向に少しでも持っていきたいと安倍政

権も考えているんじゃないかと思いますけれども、なんせこの、全ての事を網羅し

て国の政策ですけれども、沼田町として、金平町長には本当にこれを利用しながら

前に向かっていただきたいなって、そのことをお願いしてもう一言、町長にお聞き

しながら僕の質問に変えたいと思います。宜しくお願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）先程のＴＰＰの問題もそうですし、先程鵜野議員から質問

があった農業の政策についてもやっぱり強い農業づくりというか、ある意味では私

どもの町にとっては本当にチャンスなのかなと思っています。このチャンスをどう

生かすかっていうのは、私どもだけでなく、行政それから農協、ＪＡ、それから農

業者も含めて、このチャンスを生かして色んな、今回の加工場事業もそうですけれ

ども色々な準備をして色々なネタを持って、色んな事が出た段階においてそれに着

手すると。やっぱり色々な準備が必要かなという風に思っていますので、その準備

を踏まえて我々は今色んな検討なり準備はしているつもりでございます。それを更

に加速していきたいと思っています。 

先程、美唄の話が出ましたけれども、あれは元々あった中央コンピューターカレ

ッジという専門学校が閉校になったので、その閉校になった施設を使って実験しよ

うっていうことですので、建てた訳ではありませんので後で新聞記事を読んでいた

だければと思います。 

それは別として、我々もそういった既存の、やっていることも含めて見直しをし

て、新たな展開に行くようなことも、積極的なある面危険もあるんですけれども、

やっぱりギリギリのことも、ある意味では必要かなと思っておりますので、そうい

ったことも努力していきたいと思っています。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、渡邊議員。 
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○１０番（渡邊敏昭議員）ありがとうございます。農業政策をチャンスに変えたい

という町長の思い、私も強くそれをお願いしたいなと思います。先程、農協の、北

いぶきの役員構成が変わったので懇談会をさせてもらった、併せて病院の事もさせ

てもらいましたというお話がございましたけれども、常々本当に私も農村議員であ

りながら、どうもＪＡとの絡みが弱くなっている、昔の単協時代から比べると北い

ぶきとのつながりというのは町としてのつながりというのは弱くなっているんじゃ

ないかなと特に思っていますので、是非ともそのつなぎを強く持っていただいて、

このアベノミクスを利用していただければ、そんなように考えています。ありがと

うございます。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で渡邊議員の質問を終わります。次に８番、中村議員。

医療施設について質問してください。 

○８番（中村保夫議員）８番、中村保夫であります。渡邊議員の国政に関わる非常

に格調高い質問の次でありますから、ちょっと緊張もしておりますけれども、お答

えをいただきたいという風に思います。 

 件名については、医療施設についてというようなことであります。まず最初に確

認しておきたいんですが、今やっている沼田町の医療福祉体制の今後を考えようっ

ていうのは、先程来、町長からの言葉にも端々にも出ているので、再確認の意味で

ちゃんと答えていただきたいんですけれども、これはあくまでも町民議論のまな板

の上に乗っけたよと。町の考え方はこれで行きたいんだけれども、町の皆さんどう

だいっていう風に問いかけているという風に私は認識をしております。それで間違

いがないかどうかを冒頭で答えていただきたいという風に思います。ともするとで

すね、何かもう決定事項の説明でこうなっちゃったという風に町民の方から言われ

るんです。それで、私はその度に決してそうではないんだよ。あなた方の命を守る

為の医療機関をこれからどうやっていくかを決める為の懇談会ですから、お金の問

題だとかそんな問題ではなくて、命の有り様の問題を町のプランを出してきたんだ

よっていうことを説明しているんですけれども、町長の口から町の出してきたプラ

ンがどういうものであるかということを、まず冒頭にお聞きをしたいなという風に

思います。 

 私の質問回数は３回しかないんで、書かれているものについても質問させていた

だきますけれども、それでこの懇談会を今まで５、６回やっておりますけれども、

この提案に対して町民のもう決まってしまった決定事項を説明されているって受け

取っている町民もおられるでしょうけれども、全体としての町民の反応はどうなの

か。どういう風に思っていると町長が感じているのか。その点についての感想をお

聞きをしたいなという風に思います。 

 それで次にですね。沼田町は高齢社会になりまして、４７．２％まで高齢化率が
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進むという風に書いてありますけれども、ここには書いていないんですけれども、

この町で毎年、どれぐらいの方が死ぬのか、そういうシミュレーションが多分ある

はずです。それで、どれぐらいの方が死なれることになるのか。その事を数として

お聞きをしたいなと思います。それで、これは将来に向かってどれぐらい死ぬかな

んですけれども、次にですね、過去の話になりますけれども、直近３年間で沼田町

でお亡くなりになる中でも沼田厚生病院で看取りをしてもらった人数、それについ

てもお知らせをいただきたいと思います。最後に一文書いてありますけれども、私

はこの町で生まれています。多度志の産婆さんに取り上げられたという風に聞いて

おりますので、半分は多度志の人なのかなと思ったりもするんですが、この町で嫁

に来ただとか、あるいは転勤で来ただとか色々な形で縁を得て、この町で元気に暮

らして、働いて、そして静かにこの町で終末を迎えたい。それで最後は沼田町の煙

になって、この町を見守りたいって願っている町民もたくさんおられると思うんで

すね。その方達がこの町で死ねない。ベットが無くなるということはそういうこと

なんですよね。先程、津川副議長の方からも事故で死ぬ人やら自宅で孤独死する人

やら、そんな人も当然おられるでしょうけれども基本的にちょっと具合が悪くなっ

て、まあ診療所でございます。８時から５時までやっております。８時に具合が悪

くなって、５時に死ねばその診療所で看取ってもらえるんでしょうけれども、なか

なかそう都合良くは死ねない。それで、痛い、痒い、こわいっていうとそれはどっ

かの病院に行かざるを得なくなって、結局この町では死ねないという体制になると

いうことであります。そういったことが私個人の感覚かもしれませんけれども、私

はこの町で死んでこの町の煙になりたいと思っているんですけれども、以上４点か

５点、質問させていただきましたけれども答弁をお願いします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）まず、最初の質問でございますけれども、我々は今回の説

明の中でもお話ししましたけれども、病院問題を端に発して、それから今後の町の

有り様というかどうあるべきかということも含めて検討したことに対して、町民の

皆さんに問いかけていることは間違いありません。決定していることではございま

せんので、それで色んなご意見をお伺いして最終的な結論を、これは議会ともまだ

懇談しておりませんので議会の特別委員会の中でも多分議論があると思いますので、

その最終議論もまだ終わっておりませんのでそれで判断をしていきたいという風に

思っています。 

 それでまず、この懇談会の中身、これはまだ途中でございましてまだ、今予定で

は高穂・更新地区が２２日土曜日でございますし、２４日は共成・東予、これはこ

の間参加者４人しかいなかったものですから延期になったのが東予・共成地区でご

ざいまして、それだけ関心がなかったのかなと思いますけれども。あと、２５日全
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町、これは夜。それから先程言った７月１０日にはＪＡ女性部と行います。ですか

ら、今まで７会場で大体１８０人の方ぐらいに来ていただいております。その反応、

これは後で何かの形で報告いたしますけれども、まあやった中におきましては、私

どもの説明についてはある程度理解していただいているのかなという風に思ってい

ますし、予想はしていたことで冷静に受け止めているっていうお話もしています。

中には、診療所もいらないという人もおりましたけれども、やっぱり私どもとして

はベットが無くなる、まあ無医村にはしたくありませんので、最低限度の中での医

療体制を取りたいという形で説明をしてご理解いただいていると思っております。

ただ、この全体計画の中では介護施設、福祉施設、それから住宅の整備もございま

すので、これは病院を核とした計画でございます。ですから、こういった意味では

早く提案された計画を実行してほしいっていう要望をされる方もたくさんいらっし

ゃいました。まあそんな状況でございます。 

 それから、一年沼田で亡くなった方については、さっきシミュレーションと仰い

ましたけれども、その意味はちょっと私は分かりませんけれども、特にシミュレー

ションをして毎年何人死ぬなんてことは想定しておりません。ただこの最近３年間

で行くと２２年度が６４人、２３年度が５３人、２４年度が６０人が亡くなられた

方々でございます。 

 それで、３番目。直近３年間で沼田厚生病院で看取りをしてもらった人数はどれ

ぐらいですかっていうのがあります。それで、沼田厚生病院に看取りをっていうご

質問でございます。今回の町民懇談会において町民の皆さんに説明してご理解いた

だいている中身の一つでですね、沼田厚生病院は一般病床の急性期の病院でござい

ます。基本的には。それで、看取りをする病院ではございません。ですから、これ

は病院からもよく言われている状況でございます。ですから、それは十分にご存知

かという風に思っております。従いまして、看取りをしたという、私どもは認識は

ございません。ですから、人数ではなくて、沼田厚生病院で医師が診断書を書いた

人数を過去３年間調べました報告をいただきますと、平成２２年度では３２人、２

３年度３０人、２４年度は３１人と。この中には町外の方も含まれています。 

ということで、最後の質問でございますけれども、この町で死ぬことは許されな

いかというご質問でございます。ベットが無くなるということで、看取りができな

いんでないかっていう指摘で理解しておりますけれども、まあ先程説明したとおり、

厚生病院は一般病床である為に、その病院機能本来の問題としたら別として考えて

いただきたいと思いますけれども、看取りを行う病院ではないということで、まず

ご理解いただければと思っています。 

ですから、今回の説明の中でですね。どこで最期を迎えるかっていう問題でござ

います。今回の中でも説明した中に、看取りについてはその機能を果たすであろう
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小規模多機能居宅事業所の設置とか、それから旭寿園のショートステイの個室化と

かこういった整備と病院との連携の中でですね、勧められた場所での看取りを確保

していきたいということで今回の話をさせていただいております。私も出来ること

なら病院のベットを残したいと思っていますけれども、今後の増大する色々な問題

を考えると今回の説明の中である程度皆さんはご理解いただいているのかなと私は

理解しております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）私の常識が足りなくて、看取りというものの定義は、お前

違うぞという指摘のようでございますけれども、現実にですね、我々として厚生病

院に一般病床ではありながら最後までその病院で過ごさせていただいた。これを看

取りという言葉を使うなと言われれば使わないんですが、そういうことではなくて

やはり半分ぐらいの方は、やはりこの病院で静かに息を引き取っているんです。確

かに他の病院に行ってスパゲティ症候群っていうんですかね。体中色んなところか

ら線を引っ張って、最後は酸素吸入器の中で死んでいくっていう方もおられるでし

ょうけれども、この町で子ども達だとかあるいは孫だとか、それから友達だとかに

見守られながら静かに息を引き取っていく姿っていうのは私もいっぱい経験をさせ

ていただいておりますし、そういったものは非常に大事だと思うんですね。 

 それで、町の提案は町の提案として非常に良く分かります。２億を超えるような

赤字。それは特別交付金による補填があるにしても年間１億以上の手出し分が毎年

出てくる。それを１０年間やれば１０億の金が沼田の金庫から無くなるんだってい

う論理、それも非常に良く分かっております。ただですね、この無床診療所経営の

試算で例えば今の状態で無床診療所で赤字額３，６００万円。それで交付税が入っ

てきて約３，０００万円の町の持ち出しなんですけれども。ただね、僕らも色んな

形で、まあ特別委員会、津川副議長が委員長をやっているんですけれども、色々な

所の視察に行かせていただきましたけれども、無床診療所でそれぐらいの額で終わ

っているところってあんまり無いんですよ。確かにプラスのところもあるんです。

湧別町だかどこだかでプラスになっているような、凄い優秀だなっていう所もある

んです。だから、可能性は無いとは言わないけれども、隣の秩父別に聞いても北竜

に聞いても、いやそんな額じゃないよっていうことを良く聞きます。まあ、１億ま

ではならないにしても相当額な、何か、為にする数字、これは横山室長と吉田課長

に申し訳ない言い方になるかもしれないけど、為にする数字じゃないのっていう風

にさえ感じてしまうぐらいの数字ではある訳なんですけれども、やはり病院から無

床診療所になったら天国だみたいな書き方が実は見えるんです。それで、一般町民

の特にお年寄りの方々から言わせるとですね「いや町にそんなに迷惑かけてまで病

院にこだわらない。」「ベットにこだわらない。」っていうことはお年寄りの方は本当
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に自分を捨ててでも町の為に最後、尽くして死にたいって考えておられるかもしれ

ませんけれども、そういった意味でも、診療所に変わったからといってそんなにそ

んなにマイナスがガクッと減るよっていう形ではないんです。ましてや、病院とい

うのは今、全従業員あわせて４２人かな、４５人かな、それらの人はほとんど看護

婦さんで通いの人がいるんですけれども、ほとんど町内の住民です。それらの人達

の、４５人、５０人の雇用というものが一気に失われる。まあ診療所になっても残

りはするんですけれども、そうなった場合に、経済波及効果だけで、私あの何年か

前に計算してもらったんですけれども、沼田厚生病院の経済波及効果はいくらだっ

ていったら６，０００万円ぐらい。水道料金だとかそういったものも全部含めて６，

０００万円ぐらいはあるであろうという試算が出たことが記憶に残っておりまして。

それを失ってなおかつ無床診療所の赤字が３，０００万円で終わらないとすれば、

これはそんなにそんなに無床診療所になったら天国な話では無いよということを私

は指摘をさせていただきたいと思います。 

 もちろんこの中で貫かれている事の中に、医師が確保できない、あるいは看護師

が確保できない。そういった別な意味での我々の願いと違う所もあります。そうい

った意味でもこの書き方で住民が納得をしているというのが、どうも勘違いなよう

な気が致します。 

 ところでですね、質問をさせていただきます。私はやはり沼田で死にたいです。

沼田で死んで沼田の煙になりたい。だから、藤沢の火葬所も是非ともあと私は１０

年間ぐらいで死ぬ予定なので１０年間ぐらいは維持していただきたいし、金平町長

も同級生なので大体同じ頃に逝けるのかなと思っておりますけれども、どうしても

この町で死にたいっていうこともあるものですから、いわゆるその緩和病棟って言

いますか、ホスピスって言いますか、そういった最期を迎える為のベットを何とか

考えていただきたい。それは厚生連との折り合いもありましょうし、その為のコス

トは莫大だよと言われるかもしれないけれども、僕はそうそう違わないという風に

思っておりますので、そういった試算も是非やっていただきたいと思いますが、町

長の見解をお伺いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、町長。 

○町長（金平嘉則町長）まず、いくつかお話があった中で、病院の今事務長さんも

いらっしゃいますけれども、病院で今職員４２人で全員が沼田に住んでいる訳では

ありませんで、町内にいるのが２４人です。だから、全員居ませんのでそれはご理

解いただければと思っています。 

 それから、今回示したのが、私どもはもう天国のようなとは思っておりませんけ

れども、やっぱり現状の中で、最期を迎えるベットをどうのこうのってありますけ

れども、今回、色々な終末というかどこで看取りをするかについても我々は内部で
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色々検討をさせていただきました。今回提案している、ショートステイの新たな設

置であり、それから旭寿園のショートステイ化についても、そこで何とか病院との

連携の中で看取りを行いたいという形で今考えております。ですから、病院を例え

ば３か月で出た方が、そこをショートステイを利用する中で、そこで最期を看取ら

れるかもしれません。ですから、これはどうやって町として、沼田で生まれ、沼田

で育ったそれで最期を迎えた方をどうやって尊厳をもって亡くなっていただくかっ

ていうのは、我々の大きな仕事の一つでないかなと思っています。ですから、そう

いう意味で何とかその対応として、今回の施設の設置を提案させていただいており

ます。私どもとしては、それが今我々が提案できる最善の方法かなと思っておりま

す。ですから、今緩和病棟の話についても、これについてはまだ検討はしておりま

せんけれども、いつか特別委員会の中でもそんな論議をしたいと思っています。 

 それと、診療所の収支の話ですけれども、この数字については私どもが勝手に作

った訳ではございませんし、厚生連と色々、厚生連さんも色んな、これはどういっ

た診療科目、どういった検査項目にするかによっては大分変わってきます。その辺

もまだ決めておりませんから、これはある程度厚生連さんの試算を基に出した数字

でございます。職員がはじいてきたものではございませんのである程度の、今まで

の実績の中ではじき出している数字でございます。ただ、具体的にどんな病院にす

るかはまだ決めてませんから、それによってはまた前後することは当然あると思い

ます。それが１億になるのかというそこまでは現状としてはみておりません。現状

としては、お示しの、これで行くと町の持ち出しが４，２００万円っていう数字で

ございまして、先程、３千何百万円っていったけれども、私どもが出した数字が４，

２００万円でございまして、赤字が４，９００万円で交付税７１０万っていうのが

これが定額で、診療所に対する定額の交付税でございますから、差し引いた４，２

００万円。それで、今言ったように他の厚生連さんの経営している病院の中ではプ

ラスのところもありますし、これ以下のところもありますし、これより上のところ

もあります。それは、どういった形態で経営しているかによっても違いますし、例

えば介護施設とどういう連携を持っているかによると色々と条件は変わってくると

思います。ですから、ほぼこの数字でないかなっていう試算でございますので、ご

理解いただければと思っています。 

 私どもも何とか残したいっていう考え方でいましたけれども、今言った形でそれ

に代わる今後の介護、それから終末の考え方をお示しして理解をいただいているっ

ていう状況でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、中村議員。 

○８番（中村保夫議員）町民の死亡率っていうのは１００％なんですね。みんな死

ぬんですね。それで、それを最後どこでやるかっていう話でありますんで、それで
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最期を町長が言われるようにショートステイで看取りをしたいというように聞こえ

たんですけれども、これは法律のことは僕は分からないんですけれども、ショート

ステイで死ねるのかね。その時にはお医者さんを呼んで、ご臨終ですっていう、医

者が判断をしなきゃ恐らく死ねないんだろうと。それはそのショートステイの管理

者が電話をかけて医者を呼ぶんだろうけれども「いやいや救急車で連れてきて」っ

ていってどっかの病院に連れてっちゃってそこで死ぬんだろうな。ショートステイ

では死ねないですよね、きっと。その辺の法律関係は吉田課長の方が分かるのかな。

最後それだけ教えてください。ショートステイで死ねるのかいっていうことだけ。

教えてください。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、保健福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）只今のご質問でございますけれども、自

宅でもそうですけれども、主治医の先生が最後に死亡診断書を書いてくれるかどう

かということでございます。ですから、今の病院であれば先生がもし仮にご自宅に

行って看取りをして、最後、死亡診断書を書いてくれるんであればそういうような

形になろうかと思います。 

 それで、今言っているショートステイっていうのは、今度出来てくる小規模多機

能のことなんですけれども、そこでこれから協議を致します厚生連の先生と最後そ

ういうようなことで看取りをしていただけるというご理解があった時には、ショー

トステイで泊まっている方がそこの場所で、先生が来てもらって最後にそこで死亡

診断書を書いていただけるということも可能だということでご理解をいただきたい

と思います。 

○議長（杉本邦雄議長）以上で中村議員の質問を終わります。次に、教育長に対す

る質問。７番、絵内議員。町民体育祭について質問してください。 

○７番（絵内勝己議員）７番、絵内です。私からは教育長に町民体育祭についてご

質問をさせていただきたいと思います。間もなく、７月の７日が待ちに待った町民

体育祭であります。沼田町はご案内の通りスポーツの町として提言をしながら、ま

たみんなでそんな一つの輪を持ちながらやっていこうよという、そんな大きな目標

に向かって取り組んでいるところであります。そしてまた、沼田には町民体育祭を

始め、夜高あんどん祭り、ほたる祭り。色々なお祭りがありますけれども、町民体

育祭っていうのは本当に、小さな子供から、高齢者の皆さん方までが全員参加でき

るそんなお祭りとしては、私は最高だと思うのであります。ただ、この町民体育祭

を行うに当たって、それぞれそのチームによっては参加するのに順番でないと出れ

ないよというチームもあるかのように聞いております。この頃、農村地域というの

は特に、町民体育祭を行うにあたりまして、体育委員を始め、行政区長さんが非常

にご苦労をいただいているのは事実であります。と申し上げますのは今日の農業関
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係っていうのは非常に水田だったら水田だけで経営しているんであれば良いんです

けれども、今日の農業っていうのは非常に野菜を始め、花を作り、そんな状況下の

中におって非常に手を離せないよって言われればそれまでなんですけれども、やは

り参加する意思があるかないかも問題だと思うんです。そういった中においてなか

なか地域の役員さん方が努力されても、体育祭に参加していただけないというのが

非常に残念な訳でありますけれども、私は何とかそういった全町民が参加できる非

常に大事なこういった町民体育祭について、みんなが参加できるような姿勢に持っ

て行かなくてはいけない。そんな風に思う訳であります。今日まで教育長を始め、

それぞれのスポーツ関係の役員さん方が大変努力された、その足跡が色々と聞かさ

れておりますし、大変ご苦労いただいたことに対しても本当に頭の下がる思いであ

ります。 

 しかし、今そういった参加協力しづらい状況に対しまして、私はやはり精神的な

面も一部あるのかな、どこに問題があるのかなって良く考えるんですけれども、そ

んなことを考えた時に何か別の方法をいくらか取り入れながら取り組む必要もある

のかな、そんな風に考える訳であります。けれども、この町民体育祭に対しまして、

町民の皆さんが一人でも多く参加できるようにするために、教育長その辺の取り組

みの姿勢について、一生懸命努力されておるのは分かるんですけれども、更に１人

でも多く休憩するテントが満タンになるように持っていくべく、何か案があればお

聞かせいただきたいと思います。教育長、教えていただきたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）この町民体育祭につきましては、ご承知のように今年

で４０回目を迎える訳でございまして、この間の歴代関係者の皆さん、また町民の

皆さんの大変なご理解とご協力には本当に感謝をしているところであります。 

 今ご質問いただきました住民の皆さんが参加しようとする意識をどうやって高め

ていくべきなのかということでありますけれども、なかなか難しい課題だという風

に私どもも捉えております。 

 例えば、チラシや放送などで皆さんに参加を呼び掛ける。そういう啓蒙活動も必

要なことなんだろうと思いますけれども、そんなことで解決する単純な問題ではな

いということも理解をしております。何といっても住民の皆さんが、自らがこの運

動会を非常に面白いから行ってみようという、そういう思いを持ってくれるような

形を作っていくことが基本なんだろうなという風に思っておりますこれまでも、そ

の時々の状況を踏まえながら、競技の内容ですとかあるいはチーム編成だとか、そ

ういった見直しも色々やってきたところでございまして、近いところでは一昨年で

すか、町民による検討委員会を設けまして、その辺の議論もいただいたところであ

ります。一昨年の検討委員会も今程ご質問のあったようないわゆる人口が減る、あ
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るいは高齢化が進む。そのことによって十分な選手の確保がしづらくなってきたと

いう、そういったご指摘を一部のチームの方からもいただきまして、それで設置し

たものでございます。今程私の言いました、いわゆる住民の皆さんが楽しんで、自

ら参加してくれるようなものをいかにして作っていくべきかという、まあそんな視

点で内容の見直しを進めていただいた訳であります。２年前ですか、その折にも報

告させていただいておりますのでご承知かとは思いますけれども、一つには選手確

保に対して各チームの負担を少しでも減らしてあげることが必要だろうということ。

そしてもう一つは、やはり親睦とは言いながらもやりだしたら結構皆さん熱くなり

ますから、勝つことを楽しみとするような、そうした形にも配慮してやるべきだろ

うということも思いまして、どのチームでも優勝を狙えるような、そういう競技の

中身、あるいは得点の配分だとかそういったところに視点を置きまして、今までと

違った視点で見直しの検討をしてきたところでございます。それで、昨年した見直

しを行った後、開催した運動会、その後に反省会っていうのを毎年やるんですけれ

ども、その反省会の中におきましては、そうした見直しの感想として各チームから

寄せられた声でありますけれども「まあまあ良かったんじゃないか。」「今までにも

増して非常に参加しやすかった。」そんな声も多く聞かれたところでございまして、

今年４０回の大会になる訳でありますけれども、今年もその考え方を基本にしなが

ら、そして更に見直しを加えて住民の皆さんにより親しみやすい形で今年もまた行

っていきたいという風に考えているところでございます。 

 いずれにしましても、町民に愛される体育祭づくりという、これを進めることに

よって住民の皆さんの体育祭に対する意識を高めて、そして今程ご指摘のあったよ

うな課題の解決に繋げていきたいと、そんな思いでおるところでございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）まあそれぞれ時代に遭遇した取り組みをしたいという教育

長のお話でありますけれども、やり方については色々あるとは思いますけれども、

これは一つの例えであります。今、各チームに３万円でしたか、奨励金が支払われ

ておるかと思いますけれども、ああいった例えば奨励金を一部、１、２、３位にな

ったらそれぞれ商品を渡すような方法を、その分を一部回したりして、あと残りを

それぞれのチームで懇親会に回すような方法。というのはいくらか競争心を煽るよ

うな部分が僕はあっていいのかな。そんな感じは致します。今はこれは体育祭とな

っておりますけれども、昔は体育大会だったと思うんですよね、大昔は。それで、

体育大会の時は色々問題があって体育大会を体育祭に変えたというのがちょっと記

憶にあるんですが、あんまり詳しい内容についてはちょっと忘れましたけれども、

そういったことを考えた時にやっぱりこういったスポーツっていうのは、やはり参

加する皆さん方の競争心もどこかで煽るようなものを作るべきでないのかなと。そ
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れでまあ沼田町にもそんなお金がある訳でもありませんので、今、金額が間違って

いたらあれですけれども、その３万円の一部をそんな一つの方法に使ってもどうな

のかな、そんな感じがしております。それでやっぱり体育祭に参加する面白味って

いうのがどっかでもう少しあっていいのかな、そんな感じがしております。例えば

これはちょっと余談になるかもしれませんけれども、まあ６月に入ったらよさこい

ソーランですか。あの踊りに全道はともかく、全国から、そしてまた海外からも参

加させてくださいというような状況で、あのよさこいソーランの踊りが、あれほど

に大きくなるとは誰しも思わなかったと思うんですよ。あれはやはりそれぞれの踊

りの楽しみがあるからこそ、今日のああいった一つの状況になったと思うのであり

ます。そんなことを考えた時に、私たちのこの町民体育祭にも、そんな一つの参加

する人がたの楽しみを持てるようなもの、そんなようなものを作って行くべきでな

いのか、そんな感じがしております。だから、同じ奨励金を利用させてもらうにし

ても、そんな方法を踏まえて取り組んではいかがかと思いますけれども、教育長い

かがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）あまり、賞金のことは今まで考えたことはなかったん

でありますけれども、この体育祭の目的とするところというのは、いわゆる住民の

皆さんの健康づくりであり、また明るく豊かな地域づくりというところにあるとい

う風に思っております。まあ確かに住民の体育祭に対する意識を高める手段の方法

としてそういう商品、賞金というものも方法としてはあるのかもしれませんけれど

も、まあただその趣旨からしますとそういうことではなくて、やはり中身の、今日

は一日そこに行けば皆さんと一緒に話もできるし、また体も動かせる。そういった

楽しみを求めてくる。そういった形に持って行くべきだという風に私は思っており

まして、まして今これだけ地域間の差がついてきた中でそういうことをやりますと、

ただでさえずっと下位に低迷している、最近下位に低迷しっぱなしだということで

興味を失いつつある方々にとっては正に逆効果のような気も致しますので、そのこ

とについてはちょっと今私の頭の中では今までは持ったことはありませんでしたし、

これからもそうではないのかなという風に思っております。 

 面白味を感じさせるようなやり方をどうやって作って行くか。このことは今のよ

さこいソーランの話もありましたけれども、地域の中の特性を生かして、もっとも

っと興味を持ってもらえるようなやり方、スポーツ推進委員の皆さん方ですとかあ

るいは各行政区の皆さん方との反省会の中で色々ご意見なども聞かせていただきた

いと思っております。以上でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）今、教育長の答弁の中にもあったのかと思いますけれども、
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この体育祭っていうのは、あくまでも町民の皆さん方が参加できる体育祭について

は親睦を深めたり、またふれあう体育祭、そしてまた健康を維持していく為のそん

な部分という風にお話をいただいたところでありますけれども、そうであるならば

もう少し健康の部分を強調してのＰＲっていうのも必要でないのかなと思うんです

けれども、まあ教育長そうやって仰いましたけれども、確かに体を動かすことによ

って、農業関係の人はとくにそうなんですけれども、片一方の筋肉ばっかりしか使

っていなくて、別の筋肉が使っていないよという部分が非常に多いわけですけれど

も、そういったことも含めて、例えばこの体育祭については保健福祉課の皆さん方

の協力をいただきながら、またそれぞれの各団体の皆さん方の協力をいただきなが

ら、何とかしてこの体育祭を楽しいものに作っていくべきだと考える訳であります。 

 私達の地域においてもあんまり選手の皆さん方が参加が悪いから、もうやめたら

いいんでないかというそんな意見は全くないんであります。そうでなくて「何とか

しなきゃいかんぞな」と、お前何とかして一般質問で言わないからだって。本来、

今言っても間に合わなかったんですけども、本当は前回の時に言うべきだったんで

すけれども、別なテーマがありましたのであえて言わなかったんですけれども、そ

んなことで町民の皆さん方が参加が少ないからやめたらいいっていう意見は、一部

あるかもしれませんけれども、そんな意見ばっかりじゃないんです。何とかやって

ほしいっていう。そしてまた役員になった人がたが、それに対して苦労はしていた

だいているんですけれども、なかなか苦労に対して町民の皆さん方が協力をいただ

いていないのがその現状なんでありますけれども、そんな面において心の教育を是

非できるようなことがあっていいのかな。そういった心の教育については、教育委

員長さんもそれぞれ専門の部分を持っておられたと思いますので、どうか一つそん

なあらゆる面においてこの町民体育祭を盛り上げるべく、努力を更にしていくべき

だと思いますけれども、最後になりますけれども教育長いかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、教育長。 

○教育長（生沼篤司教育長）体育祭をやめたらいいんでないかという意見はないと

いう話、非常にありがたく受け止めさせていただいております。 

 毎年ですね、この年に１回のイベントを楽しみにしていらっしゃる個人の皆さん、

あるいは地域ですね、多々あるということを私どもも非常に聞いておりまして、現

に毎年１，０００人近くの人が会場に足を運んでくださる訳であります。 

 教育委員会といたしましても、この行事というのは途切れさせることなく、これ

からもずっと続けていくべき大事なイベントだと思っておりまして、そういうつも

りでこれからも対処していきたいと思う訳であります。特に１年に１回、住民がふ

れあうこの場を作る。そのことによって地域が明るく活性化するということであれ

ばそのこと自体が地域に住む人皆さんにとっても非常に意味のあることだと思う訳
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であります。 

 ですから、願わくば各チームの中でももっともっと関係住民の皆さんにお声掛け

をいただいて、とにかく今日は一日運動会に行って、皆さん楽しみましょうと、帰

ったあとは慰労会でまた楽しい話をしましょうと。そういう働きかけをもっとチー

ム内でやっていただければなという風に思っているところであります。まあその地

域の絆をより深める為に、逆にこの町民体育祭というものを地域自体がもっと利用

してほしいというそんな思いを私どもも強く持っているところでございます。逆に、

そのことについては私どもの方から、それぞれの地域の皆さんにお願いをしたいと

いう風に思っている訳でございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、以上を持ちまして、町長、教育長への一般質問を終

わります。ここで暫時休憩致します。１０分間休憩致します。 

１５時２１分 休憩 

 

１５時３２分 再開 

（報 告 事 項） 

 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。日程第６。報告第１号。繰越明許費に係る

繰越計算書の報告についてを議題と致します。本件は報告事項であります。説明を

省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告第１号について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。お諮り致します。

報告第１号は、報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、報告第１号は報告のとお

り受理することに決しました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第７。報告第２号。株式会社沼田開発公社の事業計画

及び決算に関する書類の提出についてを議題と致します。本件は報告事項でありま

す。説明を省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告第２号について質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。お諮り致します。

報告第２号は、報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、報告第２号は報告のとお
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り受理することに決しました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第８。報告第３号。財団法人沼田交通教育協会の決算

に関する書類の提出についてを議題と致します。本件は報告事項であります。説明

を省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告３号について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。お諮り致します。

報告第３号は、報告のとおり受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、報告第３号は報告のとお

り受理することに決しました。 

 

（専 決 処 分） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第９。承認第２号。専決処分の承認を求めることにつ

いてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（辻山典哉財政課長）承認第２号。専決処分の承認を求めることについ

て。地方自治法第１７９条第１項の規定によって、別紙のとおり専決処分したので

同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。平成２５年６月２０日提出。

町長名であります。 

 次の頁お開き願いたいと思います。 

専決処分、地方自治法第１７９条第１項の規定によって、平成２４年度沼田町一

般会計補正予算専決第３号を別紙のとおり専決処分する。平成２５年３月２９日、

町長名でありまして、別冊の一般会計専決処分第３号１頁をお開き願いたいと思い

ます。 

平成２４年度沼田町一般会計補正予算専決第３号。平成２４年度、沼田町の一般

会計の補正予算専決第３号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１

条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、２，３８２万７千円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、５３億９，０６４万１千円と定める。２項

以下省略を致します。平成２５年３月２９日、町長名であります。本専決予算につ

きましては、平成２４年度決算の見通しを調整をした結果、減債基金の繰入金、１

億８，４６０万円を全額戻入れすることが可能になったということから、これを実

行するための補正予算を専決処分させていただいたものでございます。 

まず、７頁の歳入の方をお開き願いたいと思います。まず、歳入でありますが、

２款地方譲与税から８頁の１０款地方特例交付金までのいわゆる一般財源項目であ

りますけれども、それぞれ交付額の確定によりまして、増減補正をしたものでござ
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います。 

９頁をお開き願いたいと思います。１１款の地方交付税でありますが、一般財源

の総額調整と致しまして、増額の計上をし、収支の均衡をはかったものであります。 

次に１８款、それから１９款につきましては個別の説明は省略をさせていただき

まして、基金に積み立てる財源としての寄付金の確定、調整、また基金充当事業に

おける事業費の確定によりまして、各基金繰入金を２，１８２万５千円を減額補正。

更に、決算処理と致しまして、減債基金の繰入金を１億８，４６０万円全額減額を

したものでございます。 

次に１０頁をお開き願いたいと思います。 

２２款の町債でありますが、これは起債額の確定に伴いまして、減額処理と致し

まして、併せて３頁の第２表、地方債補正で限度額の補正を併せて行ったものでご

ざいます。 

次に１１頁、歳出の方でありますが、お開き願います。歳出補正の主な内容につ

きましては、まず、２款総務費から１２頁の１０款教育費まで、ここまでにつきま

しては各基金充当事業の確定及び起債額の確定によりまして、各関係予算の執行残

を減額処理をし、基金及び起債財源を減額、充当したものであります。 

１３頁をお開き願います。１１款の公債費でありますが、長期債の繰上償還財源

と致しまして、減債基金として１億８，４６０万円、これを繰入計上致しておりま

したが、先程申し上げましたとおり、決算処理と致しましてこれを減額し、一般財

源に振替を行ったものでございます。 

１２款の諸支出金でありますが、財源となる寄付金の確定によりまして、積立金

の減額を行ったものであります。 

以上申し上げまして、提案理由とさせていただきます。ご承認の程、宜しくお願

いを申し上げます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）専決とはいえ、町民の皆さんから預かっている大事なお金で

すので、一つだけ聞かせてください。 

 １１頁、３款１項２目高齢者福祉費の中で１３節の委託料はこれは高齢者世帯緊

急除雪対策事業費ということで、突発的なものに対応するためのお金だったと思い

ます。１９節の負担金及び補助金の中で、高齢者世帯等除雪費助成事業、これが２

３３万６千円の減額になっているんですけれども、思い返してみますと非常に雪の

多い年だったんだよなという気がしているんです。それで、降り方もその前の冬と

は違って、集中的に大雪が降ったりして高齢者が２人とか１人で住んでいるお宅で

は誰も「今年の冬は除雪が楽だった」というようなお年寄りはいなかったんだろう
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なと思うんですけれども、元々の予算はどのくらいあるんだろうなと思って調べて

みましたら４２０万円です。執行率４４％なんですよ。これは何でこんな数字にな

ったんかな。逆に言ったら何でこんな予算を財政課長はうんと言ったのかなってい

うことを聞きたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、保健福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）只今のご質問にお答えしたいと思います。 

実は、４２０万円という予算の中でこれは２つに分かれておりまして、当初予算で

は玄関前の予算が６０世帯×２万円で１２０万円。それから屋根と窓のすかし、そ

の予算で１５０世帯で２万円の３００万円。合わせまして４２０万円という予算に

なっております。今回の実績にいきますと、玄関前が６９世帯。それから、屋根、

窓につきましては５０世帯の実績になっておりまして、合計で１２６世帯１８６万

４千円の事業執行という風になってございます。先程言いました金額で言いますと

４４％なんですけれども、世帯数で言いますと約６０％になります。平均の助成額

は２万円限度となっておりますけれども、実質的には１万５千円弱ぐらいの金額に

なっているという風になっております。この他の助成額と致しましては、社会福祉

協議会のヘルパーさんの行く助成もありまして、その助成の対象と言いますと、４

１世帯があります。それで、１５０世帯というその目途をつけた部分につきまして

は、非課税世帯を３００という風に見まして、それの約半分、５０％として１５０

世帯。あるいは、昨年の２３年度の実績から見ますと、この玄関前をやっている人

がたが６７世帯。それとヘルパーさんが行っている除雪サービスを受けている人が

４４世帯ということで１１１世帯が利用しているということから、それにプラスア

ルファをして１５０世帯というようなことで予算を執行させていただいております。 

 ただ、事業費が残った要因と致しましては、屋根、窓除雪の利用者の申し込みが

やはり予想よりも少なかったということで、その要因は何かという風に考えますと、

やはり自分で持っている除雪機を使って除雪をしている人が多い。それと、近くに

お子さん達、親戚の方が来て除雪をしてくれている人もいらっしゃる。それから上

限の２万円をいかないで、その金額に収まっている人もいらっしゃるということで

実質的には２３０万円程残ってしまったという風になっております。 

 ただ、宣伝不足かという風に申しますと、昨年の１０月から年６回お知らせ版に

掲載しておりますし、前年度の実績を持っている方々については民生委員さんを通

して全部にあたっておりますので、そんなことで利用率を上げているという風にな

っております。ただ、今回の補正で減額をしなかったという風になっておりますけ

れども、予算が余るのはある程度予想されたんですけれども、補正予算を提出する

のが２月の上旬であったためにその後の雪の状況が良く分からないということで、

予算をそのまま残させていただいたということになっております。ただ、平成２５
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年度につきましては、件数を下げまして、２１０世帯を１７０世帯に下げまして今

年の予算を組まさせていただいているという状況でありますので、ご理解をいただ

きたいという風に思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、高田議員。 

○３番（高田勲議員）分かります。今年の予算を見ますと、１９節の方が３４０万

円の予算。それから委託料の方が０円になっております。前にも予算委員会か決算

委員会か忘れたけれども、やっぱりＰＲが足りないんじゃないかという思いがまだ

しているんですよ。きっと、正直説明しても十分に理解されていない方もいるのか

もしれませんけれども、その辺はこれから注意されてＰＲも含めてやっていただき

たいと思いますが、担当課長としていかがお考えですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、保健福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）今後、冬期間に向けまして準備を進めさ

せていただきたいと思いますけれども、民生委員さんも含めまして、今地域おこし

隊の方にもお願いをして回っていただいているという状況もございますので、そん

なことを連携しながら、もっとＰＲをして利用率を上げていきたいと考えておりま

すのでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、他にありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。承認第２号は、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は承認することに決

しました。 

 

（一 般 議 案） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１０。議案第４８号。沼田町過疎地域自立促進市

町村計画の変更についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。政策推

進室長。 

○政策推進室長（横山茂政策推進室長）議案第４８号。沼田町過疎地域自立促進

市町村計画の変更について。過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項により、

沼田町過疎地域自立促進市町村計画を下記の通り変更する。本文７、教育の振興（１）

現況と問題点の末尾に次の通り加える。また、北中空知４町の学校給食を現在配給
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している北空知学校給食センターについては、建築を４０年以上経過し、経年によ

る劣化が著しく、改築が必要な時期に来ていることから、より地域の子どもたちに

安心で安全な魅力ある学校給食を提供していく為の施設整備が必要となっています。

（２）その対策、主な施策の末尾に次の通り加える。広域での給食施設の整備を推

進する。（３）計画の（１）学校教育関連施設を次のとおり改める。事業名、施設名

に給食施設。事業内容、北空知圏学校給食組合給食センター建設事業。事業主体、

北空知圏学校給食組合。平成２５年６月２０日提出。町長名でございます。 

 趣旨説明をさせていただきます。沼田町過疎地域自立促進市町村計画により、各

種自立促進事業を推進しているところでありますが、この度、過疎債の活用にあた

り、北空知圏学校給食組合給食センター建設事業を新規事業として搭載する必要が

生じたため、計画の変更、追加を行うものでございます。なお、今回の変更につき

ましては、沼田町過疎地域自立促進市町村計画本文の変更にあたることから、過疎

地域自立促進特別措置法第６条の規定に基づき、町議会の議決が必要となっている

ものでございます。以上、宜しくご審議の程議決くださいますよう宜しくお願いい

たします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第４８号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１１。議案第４９号。沼田町職員の給与の臨時特例

に関する条例の制定についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務

課長。 

○総務課長（辻広治総務課長）議案第４９号。沼田町職員の給与の臨時特例に関す

る条例の制定について。沼田町職員の給与の臨時特例に関する条例を提出する。平

成２５年６月２０日提出。沼田町長名でございます。 

 臨時特例に関する条例の条文の朗読につきましては省略をさせていただきまして、
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本条例の提案理由を説明させていただきたいと思います。町長の行政報告にもあり

ましたが、国の平成２５年度における地方公務員の給与について、国家公務員の給

与の改定及び臨時特例に関する法律に基づく、給与の減額支給を踏まえ、国に準じ

て必要な措置を講ずるよう要請がありました。これに基づきまして、町と致しまし

ても本年の７月から明年の３月までの間、職員並びに特別職の給与の減額を行うた

めの条例の改正を行う関係から、それぞれの関係条例が５条例あるところですけれ

ども、今回この臨時特例条例を制定を致しまして、１本の条例の中でそれぞれ対応

していきたいと考えてございます。それぞれありますが、まず、第１条ではこの条

例が適用される期間、先程も申し上げましたが、平成２５年の７月１日から２６年

の３月３１日までの期間、職員の給料または特別職の給料等を削減をするというこ

とを述べております。 

 第２条につきましては、第２条から第６条なんですが、これにつきましては給与

額の減額率、または減額後の給与額を用いて計算する給与についての規定、減額後

についての時間当たりの単位だとかそういうもの出すものについて規定をしており

ます。 

 条文の関係につきましては、それぞれの中は後でお目通しをいただきたいと思い

ます。先程も申し上げましたように、特別職の給与に関する条例、それから教育委

員会教育長に関する給与の条例、それから職員の給与に関する条例の特例、併せま

してそれに関連する給与の減額に関連する職員の育児休業等に関する条例の特例、

それと沼田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の特例、それぞれ出しておりま

す。一時間当たりの単価を出した際の端数計算の１円未満については切り捨てると

いうことでの規定をさせていただいたところであります。先程の全員協議会の中で

も説明をさせていただいたところでありますので、一つご審議の程宜しくお願いを

いたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第４９号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し
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ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１２。議案第５０号。沼田町新型インフルエンザ等

対策本部条例の制定についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保健

福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）議案第５０号。沼田町新型インフルエン

ザ等対策本部条例の制定について。沼田町新型インフルエンザ等対策本部条例を提

出する。平成２５年６月２０日提出。沼田町長名であります。 

 沼田町新型インフルエンザ等対策本部条例。（目的）第１条、この条例は新型イン

フルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号）以下法という。第３７条

において準用する法第２６条の規定に基づき、沼田町新型インフルエンザ等対策本

部に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 以下、条文を省略し提案理由を申し上げます。町長の行政報告にも申し上げまし

た通り、東南アジアを中心とする高病原性鳥インフルエンザの鳥から人への感染、

散発とウイルス異変によりまして、人から人への感染拡大に備え、対策の実効性を

確保する為に新型インフルエンザ等対策特別措置法が制定をされまして、本法に基

づき緊急事態措置の実施にあたり、市町村に新型インフルエンザ等対策本部の設置

が義務付けられたことから、対策本部に関し、必要な事項について条例で定めるも

のであります。第２条の組織では、新型インフルエンザ等対策本部長が事務を総括

することになっておりますが、国の特別措置法の第３５条に市町村の対策本部長は、

市町村長を以って充てるという風になっておりますので、緊急事態が発生となりま

すと、町長を中心として対策本部を設置し、国や道の指示を得ながら住民に対し、

新型インフルエンザの情報提供や蔓延の防止に努めることとなります。また、町と

致しましては、新型インフルエンザ等の対策実施に関する行動計画を作成すること

となっておりますので、作成ができましたら議会の皆様にご報告を申し上げたいと

いう風に考えております。なお、この条例につきましては公布の日から施行すると

いう風になっております。 

 以上提案説明を致します。宜しくご審議の程お願いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採



 

46 

決致します。お諮り致します。議案第５０号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１３。議案第５１号。沼田町宿泊交流センター条例

の制定についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（篠原毅教育次長）議案第５１号。沼田町宿泊交流センター条例の制定

について。沼田町宿泊交流センター条例を提出する。平成２５年６月２０日提出。

沼田町長名でございます。 

 沼田町宿泊交流センター条例。以下条文の朗読を省略し、提案理由を説明いたし

ます。旧高規格道路事務所の宿泊棟を沼田町宿泊交流センターとし、スポーツ、文

化活動に関する合宿を受入れ、本町のスポーツ及び文化の振興と地域の活性化を図

り、教育の振興と生涯学習活動の推進を図ることをこの施設の目的としております。

施設の位置につきましては、字沼田１０６番地の７で農産加工場事務所の南側に隣

接を致しております。使用料金の設定につきましては、近隣の研修施設等の使用料

を参考としまして、安価に利用いただけるように設定しております。なお、条例の

施行に関し必要な事につきましては、教育委員会規則に定めることとしております。

条例の施行日につきましては、工期が７月１９日になっておることから、７月２５

日と致してございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５１号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１４。議案第５２号。沼田町民体育館設置条例の一
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部を改正する条例についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。教育次

長。 

○教育次長（篠原毅教育次長）議案第５２号。沼田町民体育館設置条例の一部を改

正する条例について。沼田町民体育館設置条例の一部を改正する条例を提出する。

平成２５年６月２０日提出。沼田町長名でございます。 

 沼田町民体育館設置条例の一部を改正する条例。沼田町民体育館設置条例（平成

１４年条例第２３号）の一部を次のように改正する。条文の朗読を省略し、提案理

由を説明いたします。 

 先程ご説明致しております、沼田町宿泊交流センターを設置することに伴いまし

て、町民体育館の宿泊棟の機能を廃止する為に、別表を変更致しまして、競技場の

使用のみの設定、これに変更しようとするものでございます。 

 また、条例の施行につきまして必要な事は、教育委員会規則に定めるように変更

しようとするものでございます。施行日につきましては７月２５日と致してござい

ます。ご審議の程宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑無しと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５２号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１５。議案第５３号。沼田町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。財政

課長。 

○財政課長（辻山典哉財政課長）議案第５３号。沼田町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例について。沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を提出

する。平成２５年６月２０日提出、町長名であります。 

 沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。沼田町国民健康保険税条例（昭

和３５年、条例第１４号）の一部を次のように改正する。改正条文につきましては
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非常に煩雑となっておりますので、朗読を省略をさせていただきまして、提案理由

の説明を申し上げます。 

まず、地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布されまして、

４月１日から施行されたことに伴い、国民健康保険税の特定世帯に係る軽減特例措

置を改正するほか、平成２５年度保険給付の見通しから税率の改正を行ったもので

あります。議員各位に資料をお配りをしているという風に思いますので、それをま

ずご覧をいただきたいと思いますが、まず、税制改正によるものでございますが、

改正趣旨は資料の１頁に記載のとおり、平等割額の軽減特例措置の延長でございま

して、２人世帯で１人が後期高齢者医療へ移行し、もう一人が国保に残った世帯、

特定世帯という訳でありますが、この者について平等割額を最初の５年間、半分に

する現行措置に加えまして、その後３年間軽減割合を４分の１減額し、計８年間の

軽減を図ることに改正をするものでございます。 

次に税率の改正でありますが、平成２５年度につきましては、国保会計により課

税必要額、１億４，３８０万９千円の申し出がございまして、これを税率算定にあ

たっての一定の法的制限の中で算定し、改正を行ったものでございます。また、税

率改正に伴いまして、低所得者等に対する応益分の税額についても、それぞれの軽

減率、７割、５割、２割にそれぞれ改正をしたところであります。資料の２頁をご

覧いただきたいと思いますが、仮に現行税率をそのまま据え置いた場合、この表の

上段になります。現行２４年度税率の欄でありますが、調定見込み額は必要額に対

して、６８４万円不足することになります。これを、必要総額になるよう、税率を

算定した結果、それが表の下段の方であります。医療分につきましては所得割、３．

３３％から３．７８％に。均等割、３１，０００円から３６，６００円に。平等割

２７，０００円から３２，８００円に。介護納付金分につきましては、所得割１．

３０％から０．９８％に。均等割２１，５００円から１９，７００円に。後期支援

分につきましては、所得割２．０１％から１．８１％に。均等割１１，８００円か

ら１２，１００円に。平等割１０，２００円から１０，４００円に改めるとしたも

のでございます。これによりまして、本年度、一世帯当たり平均負担額、これが表

に記載のとおり必要額、一世帯当たりの平均課税額２７万２，０９２円となりまし

て、前年度比、２２，４８４円の負担増となってございます。一人当たりの平均課

税額で行きますと、１４５，７３７円となりまして、９，７８０円の負担増となっ

てございます。なお、これら改正につきましては、５月１６日付で沼田町国民健康

保険運営協議会に諮問を申し上げ、６月６日付をもって適当と認めるとの答申をい

ただいているものでございます。 

次に資料の３頁をお開き願いたいと思いますが、北空知管内の賦課の状況でござ

います。各市町の改正案を参考までに取りまとめたものでございますが、一世帯当
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たり、一人当たり平均課税額欄の２５年度、網掛けになっている部分の計の欄をご

覧をいただければ、それぞれの平均課税額が出てございます。これを見ますと沼田

町につきましての負担は若干負担的には高い水準という風になってございます。 

次に資料の４頁をお開き願いたいと思いますが、ここでは改正前と改正後の影響

額、これをそれぞれの３パターンで試算をしたものでございます。一つ目のパター

ンと致しましては２４，４００円の増額になります。二つ目のパターンと致しまし

ては２４，３００円の増額。三つ目のパターンとしては、３，５００円の増額にな

るという内容をお示しをしたものでございます。参考まででございます。お目通し

をいただきたいと思います。 

以上、提案理由のご説明とさせていただきます。ご審議の程宜しくお願いを致し

ます。以上です。 

○議長（杉本邦雄議長）説明が終わりました。これより、質疑に入ります。質疑あ

りませんか。 

○議長（杉本邦雄議長）質疑無しと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結いたします。本案について

採決致します。お諮り致します。議案第５３号は原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１６。議案第５４号。北海道市町村総合事務組合規

約の変更についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（辻広治総務課長）議案第５４号。北海道市町村総合事務組合規約の変

更について。地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村総合事務組合規約を次の通り変更する。平成２５年６月２０日提

出、沼田町長名でございます。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。この変更条文については

省略させていただきますが、提案の理由を説明させていただきます。沼田町が加入

する市町村総合事務組合の関係ですけれども、今回新たに一組合、これは北空知圏

学校給食組合が新たに加入するということになったことから文言等の整理を行う必

要が生じましたので、今回規約を変更するものであります。なお、付則の方にも記

載していますが、この規約の施行日は地方自治法の２８６条の規定が総務大臣の許
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可された日から施行するということになっておりますので、宜しくご審議の程宜し

くお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５４号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１７。議案第５５号。北海道町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。総

務課長。 

○総務課長（辻広治総務課長）議案第５５号。北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更について。地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１

項の規定により、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約を次の通り変更する。

平成２５年６月２０日提出、沼田町長名でございます。 

 この規約の変更の条文につきましても、省略をさせていただきますが、提案の理

由と致しましては、今回新たな組合、北空知圏学校給食組合が新たに加入すること

になりましたのでその文言の整理を行うものでございます。これも付則に記載して

ございますが、先程の規約と同様、総務大臣の許可の日から施行することになりま

すので、宜しくご審議の程宜しくお願いを致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５５号は、原案のとおり決することにご異議
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ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１８。議案第５６号。平成２５年度沼田町一般会計

補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（辻山典哉財政課長）議案第５６号。平成２５年度沼田町一般会計補正

予算について。平成２５年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。平

成２５年６月２０日提出、町長名であります。 

別冊、一般会計補正予算第２号１頁お開き願いたいと思います。 

平成２５年度沼田町一般会計補正予算第２号。平成２５年度、沼田町の一般会計

の補正予算第２号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、７億６，７５４万７千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ、４７億７，６０３万９千円と定める。２項以下省

略を致します。平成２５年６月２０日提出、町長名であります。 

まず、１０頁の歳出の方をお開きを願いたいと思います。まず、歳出の３款であ

りますが、民生費であります。１目の社会福祉総務費、１，５２０万円の減額でご

ざいます。これは繰出金の減額でありますが、国保会計の財政健全化計画によりま

して、税負担軽減分、共同事業の差額分を法定外繰出として一般会計より支援をし

ているところでございますけれども、国保会計において前年度繰越金、２，９６２

万円を生ずることから、当初２，０２０万円の繰出金から見合いの額を減額するも

のであります。 

次の頁をお開き願います。４款衛生費でありますが、２目の健康推進費、１００

万円の増額であります。委託料で８０万円、扶助費で２０万円でありますけれども、

平成２年４月１日以前に生まれた町民を対象に風疹ワクチンの接種、この費用を全

額助成するものでございまして、委託料につきましては深川医師会との協定医療機

関に対するものでございます。扶助費につきましてはそれ以外の医療機関で摂取し

た場合の予算分けとしているものであります。 

次、６款農林水産業費でありますが、２目農業総務費であります。負担金補助及

び交付金で８２９万２千円の増額でございまして、これにつきましては、強い農業

づくり事業、経営体の育成補助金の採択を受けました、４経営体に対する農業用機

械導入事業補助金の計上でございまして、これは国の補助金を受けて、そのまま支

出がかかりますトンネル補助金でございます。ちなみに４経営体の事業費総額は２，

８３１万７千円でございます。 
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次に４目の農地費でありますが、２１０万円工事費で増額を致してございます。

東予中央線の排水路の改修工事でありますが、当初予算計上を致してございました

けれども、設計労務単価が１５％アップをしたことによりまして、その跳ね返りで

工事費の増額となったものでございます。 

次に８目の農産加工場製造費であります。補正額が６億５，０１４万２千円であ

ります。役務費から１８備品費まで加工場の新設に係る経費でございますが、平成

２４年度国の一次補正によりまして、農林水産物処理加工施設整備事業、これが採

択になってございます。設計委託につきましては当初計上しておりまして、既に執

行されているところでございますが、整備費の総額につきましては、実施設計で１，

７３２万５千円、本体工事４億２，０００万円、備品購入で２億３，１２６万円、

計６億６，８５８万５千円となってございます。この整備費総額に係ります財源に

つきましては、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金、これを２分の１、３億３，

４２９万２千円をあて、差引、地方負担額３億３，４２９万３千円が発生する訳で

すが、この９０％これを地域の元気臨時交付金、額にしますと３億８６万３千円に

なりますが、これが交付金として発生してまいります。これを直接当該事業に充当

致しまして、差引３，０４３万円、これを一般財源として処理するものでございま

す。今回の補正につきましては実施設計費の執行残の減額にあわせまして、本体工

事、それから備品購入費の外、確認申請手数料、これを計上致しまして、６億５，

０１４万２千円の補正増としたものであります。 

次に１２頁、次の頁をお開き願いたいと思います。８款の土木費でありますが、

１目道路橋梁維持費１，０５０万円でございます。町道東予一号線の側溝新設工事、

Ｌ＝３００ｍであります。町道高台幹線歩道舗装改修工事Ｌ＝１，４７０ｍの事業

費でありますが、当初予算において保留としておりました、総額７，０００万円事

業の内の維持工事の事業でございます。予算委員会でもご説明をさせていただいて

いるところでありますが、国の一次補正による地域の元気臨時交付金を充当する、

いわゆる単独事業と致しまして、３月補正予算に追加公共事業がまとまれば、この

事業に充当したいという中で、当初事業保留としていたものでございます。 

次に２目道路新設改良費でありますが、６，０５０万円の追加でありまして、委

託料で６０万円、工事請負費で５，９９０万円でありますが、町道北通線歩道拡幅

工事、これが１００万円の増でございます。それから町道東予中央線の投雪害防止

工事増、１２０万円の増でございます。いずれも本年度完了工事でありますが、こ

れにつきましても、設計労務単価の増額によりまして、工事費の増となっているも

のであります。 

次に町道南４号線の改良工事、Ｌ＝１４６ｍであります。これは厚生病院の南側

の道路、レジデンス厚生前の通りでありますが、それとこの事業で４，６００万円
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の工事費であります。それから、町道南仲小路線の側溝改修工事、Ｌ＝２２０ｍ、

工事費１，１７０ｍであります。これは継続事業で酔心前から行っている訳であり

ますが、本年度、やま田さん前通り、ここを実施するものでございます。これにつ

きましても、当初予算におきまして保留としていた事業、総額７，０００万円の内

の事業の一つでございまして、これを今回計上したものであります。なお、この財

源につきまして、国・道支出金で７８５万３千円充当致してございますが、これは

地域の元気臨時交付金、これは加工場の元気交付金ではなくして、いわゆる農業基

盤整備促進事業、道営事業の国費の追加によります事業費裏、これの９０％の額、

これが７８５万３千円が第１次で配分がなされておりますのでこれを充当したもの

でございます。 

次に３項河川費の１目河川総務費でありますが、工事請負費で５７０万円。沼田

排水機場の屋根、外壁の改修工事であります。これにつきましても当初予算におい

て保留と致しておりました保留事業でございます。これを今回計上したものでござ

います。 

次に４項都市計画費でありますが２目公園費、１３節委託料で１５０万円の増で

ありますが、公園管理業務委託料の増と致しまして計上したものであります。オー

トキャンプ場の野外卓の撤去費用でございます。老朽化に加えまして、近年、キャ

ンプの仕方も変化していることから、キャンパーさんもなかなか野外卓というもの

をあまり好まなくなってきたということもございまして、これを撤去するものとし

て予算計上したものでございます。 

次の頁をお開き願いたいと思いますが、５項住宅費１目住宅管理費であります。

４２２万５千円の補正増でございます。工事費で３０７万７千円。補償補填及び賠

償金で１１４万８千円でありますが、沼田町公営住宅等長寿命化計画によりまして、

平成２５年度で西町公営住宅の用途廃止を計画を致してございます。新設の農産加

工場用地にもあたるところでありますが、西町の公営住宅解体工事、１棟４戸分、

それから戸あたり１６万４千円の７戸分の移転補償費、これを計上したものであり

ます。なお、財源につきましては２分の１が国から交付をされる。いわゆる長寿命

化計画に搭載された事業としてこれが交付されるものであります。  

次に９款の消防費でありますが、１目消防施設費、これは財源の移し替えでござ

います。地方債２，０７０万円を減額して一般財源に振り替えたものでございます

が、この関係につきましては、２目の防災費の補正と絡むものでございます。３，

４７１万円を防災費の中で補正増致してまして、委託料で４７９万５千円。工事請

負費で２，９９１万５千円。これを増額をしたものでございます。 

ちょっと話がややこしくなるかもしれませんけれども、庁舎と消防施設の耐震施

設整備事業でございます。沼田町役場と消防庁舎、これは合築されていまして、一
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般的に見れば役場庁舎と同じという風な捉え方をされる訳でありますが、基本的に

沼田町の中に消防事務はございませんで、消防庁舎を含め消防事務は全て組合事務

になってございます。ですから、そこのところは予算上もきちっと分離をしなけれ

ばならないということが大原則となっております。そこで、ここの補正につきまし

ては事業費の増額とかという補正ではなく、現行予算上、いわゆる財務処理上で支

障が出ることから組み換えを行ったものでございます。その組み換えは沼田町と消

防組合との組み換えの関係になります。現行消防組合へ負担金を支出して、組合が

いわゆる消防施設部分の事業費を支出するということにしておりましたけれども、

契約上、組合が工事費等支出を行うことにつきましては困難であることから、組合

から工事の委託を沼田町が受けまして、一括沼田町が工事を執行して支払いも沼田

町が一括行うということにしたものであります。組合からは工事負担金を歳入する

仕組みに組み替えたものでございまして、沼田町から負担金として組合に支出した

ものが工事負担金として沼田町が歳入をすると、それを財源に沼田町が一括工事を

行うということで支払業者に対して、いわゆる債権債務がそこできちっとした形に

なるということにしたものでございます。当初ここまで考えが及んでいなかったと

いうことに関して、大変私ども反省をしている訳でありますが、対組合との関係に

なりますと非常に厄介なことになるということが気づきまして、今回補正を上げさ

せていただいたものでございます。 

次の頁をお開きを願いたいと思いますが、１０款教育費であります。５項の社会

教育費とそれから６項の保健体育費、これはリンクをしているものでございます。 

１１目の宿泊交流センター費につきましては、新目を立てたものでございまして、

単行条例が出来上がりまして、いわゆる体育館の施設との分離を図られたものでご

ざいます。当初宿泊研修棟の改修事業につきましては、町民体育館の宿泊施設とし

て、いわゆる別棟の建物を改修して、体育館の機能として持たす、そういったよう

な予算の内容になっておりましたが、今回これを切り離しまして、単行条例のあっ

たように社会教育施設としての機能を持たすことと致しまして、体育施設費から予

算の移し替えを行ったことと、併せて改修費を増額補正し、更に運営管理に係る必

要な経費を計上したものでございます。 

以上が歳出でございまして、次に７頁、歳入の方をお開き願いたいと思います。

まず、１１款地方交付税であります。特定財源を充当しても、なお不足する額につ

きまして、地方交付税を増額を致しまして収支の均衡を図ったものでございます。

このうち、先程申し上げておりました、当初補正事業のため、事業留保しておりま

した事業財源７，０００万円、これはこの中に含んでいるというものでございます。  

１５款の国庫支出金でございますが、３目農林水産業費国庫補助金３億２，５０

０万円、これにつきましては農産加工場整備に対する交付金であります。４目の土
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木費国庫補助金２１１万２千円。社会資本整備総合交付金でありますが、これは西

町公営住宅の用途廃止に係ります解体撤去分、２分の１の措置であります。それと

７戸移転補償を見ております交付金の歳入でございます。 

次に７目の総務費国庫補助金で今回新たに補正として出してございます。３億８

７１万６千円。地域の元気臨時交付金であります。５月２７日に１次分の交付限度

額が配分されております。配分されたものは、農産加工場に係ります農山漁村活性

化プロジェクト支援交付金事業、これに係るものの９０％相当分、これは農産加工

場整備事業に直接充当してございます。それから道営事業、経営体育成基盤整備事

業の地方負担分。これの９０％で７８５万３千円。これは土木費、道路新設改良費

の単独事業に充当したものでございます。この２本が１次分として交付限度額が配

分されたものでございます。 

次の頁をお開き願いたいと思いますが、１６款道支出金であります。３目衛生費

の道補助金で１９３万円の減額でございます。妊婦健康診査支援事業の補助金、そ

れからワクチン接種緊急促進事業交付金として、これはヒブそれから小児肺炎球菌、

それから子宮頸がん、これに係る補助金でありますが、これは一般財源化による補

助金の減という風になってございます。これは年少扶養控除等の見直しによる増収

分がここにあたるという風になっておりまして国の平成２５年度における年少扶養

控除等の見直しによる地方財政の追加増収等の取扱いについてという通達に基づく

ものでございます。 

それから５目の農林水産業費道補助金８２９万２千円でありますが、これは先程

農業費の方で申し上げました、農業用機械導入に対するトンネル補助金でございま

す。 

１９款の繰入金でありますが、財政調整基金の繰入金５，０００万円の減額を致

してございます。これは２０款の繰越金の補正とリンクを致しております。当初、

予算編成の折に財源不足によりまして、財政調整基金の取り崩しを計上して何とか

予算編成をしたところでございますが、２４年度決算でこれを処理できるだけの繰

越金を作ることができたことから５，０００万円の財調繰入金を減額補正とするも

のでございます。 

次に２０款繰越金でありますが、当初５００万円のところ１億１，４１２万１千

円を追加を致しまして、１億１，９１２万１千円、これが平成２４年度からの純繰

越金であります。総額１億２，７２７万１千円が２４年度の繰越でありますけれど

も、繰越明許財源、８１５万円がございますのでこれを差し引いたもの、これが１

億１，９１２万１千円でございます。これが純繰越金でございます。 

次の頁をお開きを願いたいと思います。２１款の諸収入、５目の雑入であります

が、３，４５２万４千円。これは先程消防費でお話を申し上げました、沼田町が消
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防施設の耐震化も一括契約をし、受託事業として執行することから消防組合から工

事負担金として歳入するものでございます。 

２２款町債につきましては、それに伴いまして、消防施設側に係る起債を減額を

したものでございます。 

以上で補正第２号の提案理由とさせていただきます。ご審議の程、宜しくお願い

を致します。以上です。  

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。はい、久保議員。 

○４番（久保元宏議員）４番久保です。課長から説明が無かった部分なんですけれ

ども、小さい金額なんですけれども、１０頁の新エネルギー推進費ですね、これの

食糧備蓄基地構想なんですけれども、午前中町長の方からの施政方針でも一言あっ

た部分の整合性のある予算付けだと思うんですが、午前中も町長あの情報収集等と

いうことでちょっと余りにも受け身な感じの印象があったんですけれども、この金

額も含めて、この協議会の設立の過程も横目で見させていただいて、ちょっと余り

にもこれは受け身でないかと、もうちょっと能動的な参加の方法がないかなと思っ

ているところです。それで、参加の他の団体との調和のこともあるのでまあそうい

うなんでしょうけれども、せっかくこういう組織があるのであれば他の市町村との

連携を取って、もうちょっと戦略的な方向をする構想があっての予算付けなのか、

ただ単に言われたから、このお金を払いましたという予算付けなのか、そこら辺の

戦略的なお話を伺いたいなと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、政策推進室長。 

○政策推進室長（横山茂政策推進室長）この案件につきましては、まあ過去の経過

もお話をさせていただきまして、３月の下旬に急遽解散総会ということで、その後

４月の２７日だったかと思いますが、札幌にて設立総会が開催をされる案内が来ま

した。それで、参加の意思が無ければ、会の出席あるいは情報等は一切出せないと

いうそんな状況からですね、まず沼田町としては引き続き情報収集等も含めて参画

の意思を提示をし、総会に参加をさせていただいたという、そういう主旨、経過が

ございます。それで、具体的には総会の席上で今後の事業の展開等の説明があった、

そういう状況でもございまして、より具体的な内容については今後各種事業等実施

をしていくというそんな状況で総会は終わったような状況でもございます。 

私どもと致しましては、そのような状況からまずは参画をさせていただいて、今

後の動きあるいは国に対する要請ですとか活動内容についてを、確認を取った上で

取り組みを進めていきたいというそんな状況から本日に至っているという点をまず

ご報告させていただきたいと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、久保議員。 
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○４番（久保元宏議員）報道も聞いておりますし、課長の説明も前回聞きましたけ

れども、参加している団体との横のつながりで、もうちょっと発言力を沼田町の市

町村並びにその雪に関わっている団体が、国に対して物申せるような雰囲気を作っ

た方が良いと思うんですけれども、そういうような準備のようなこととかをあれか

ら日にちが経っているんですけれども、これからそのようなことをしていくような

ことがあるのかと、あと今回この予算が付く方向に向かっているんですけれども、

これ以外に私が今期待をしているようなことに対しては、ここでこういう予算があ

るから安心せよというのが、もしあれば申し添えていただきたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、政策推進室長。 

○政策推進室長（横山茂政策推進室長）今回の補正につきましては、あくまでもこ

の協議会に参画する年会費という状況でご理解をいただきたいと思います。なお、

協議会の方の活動経過ということでご報告したいと思いますが、先般、６月の上旬

に国の方に対して要請活動をされているということでご報告を聞いております。ま

あその経過も引っ括めまして、７月の１１日に協議会のセミナーが開催されるとい

うことで、またその点参加をさせていただいて今後の対応策等を考えていきたいと

いう風に思っております。以上です。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、その他にありませんか。はい、渡邊議員。 

○１０番（渡邊敏昭議員）１４頁だと思うんですけれども、宿泊交流センター等改

築工事の絡みなんですけれども、こういった工事の請負だとか備品購入は、お互い

宿泊交流センターの方にスライドされたものじゃないかなという風には思うんです

けれども、何気に金額が上がっているのは何か理由があるのか聞かせていただけれ

ばと思います。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、建設課長。 

○建設課長（中野栄治建設課長）１５節の工事請負費が当初１，９９９万２千円か

ら、２，０８８万４千円に上昇しているところでございますが、これにつきまして

は改修工事でございまして、当初見込めなかった内部解体時に下地の不備等が発見

されまして、それによる設計変更をして工事を進めなければならないような状況で

ございました。その為の経費として工事費は増額しているところでございます。ま

た、他の役務費、委託料等につきましては当初予算で予定されていなかったものを

計上させていただいたところでございます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、他にありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 



 

58 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５６号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第１９。議案第５７号。平成２５年度沼田町養護老人

ホーム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

和風園園長。 

○和風園長（橋 英則和風園長）議案第５７号。平成２５年度沼田町養護老人ホー

ム特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予

算を別冊のとおり提出する。平成２５年６月２０日提出。町長名でございます。 

 別冊の特別会計補正予算第１号の１頁をお開きください。 

平成２５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）。平成２５年度沼

田町養護老人ホーム特別会計補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入歳出

予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、１，６５６万６千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、２億５，７３９万７千円と

定める。２項については省略させていただきます。 

（「説明省略」の声あり） 

○和風園長（橋 英則和風園長）以上で説明を終わります。宜しくご審議の程お願

いいたします。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５７号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 
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○議長（杉本邦雄議長）日程第２０。議案第５８号。平成２５年度沼田町特別養護

老人ホーム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めま

す。旭寿園園長。 

○旭寿園長（三浦剛旭寿園長）議案第５８号。平成２５年度沼田町特別養護老人ホ

ーム特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計

補正予算を別冊のとおり提出する。平成２５年６月２０日提出。町長名でございま

す。 

 別冊、平成２５年度特別養護老人ホーム特別会計補正予算第１号の１頁をご覧い

ただきたいと思います。 

平成２５年度特別養護老人ホーム特別会計補正予算第１号。平成２５年度沼田町

の特別養護老人ホーム特別会計の補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入

歳出予算の補正。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、２９万７千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、３億３，７０８万６千円と定める。

２項につきましては省略致します。平成２５年６月２０日提出、町長名でございま

す。 

今回の補正の内容について説明致します。平成２４年度からの繰越金が６７０万

９千円となり、これによる財源の整理と人事異動に伴います必要経費の計上を行っ

てございます。 

６頁の歳出をお開きいただきたいと思います。１款総務費１目一般管理費の旅費

２３万円の増額ですが、職員の人事異動に伴い、管理上必要となる資格を取得する

ため、職員研修等の旅費等を計上しております。また、補正額の財源内訳で繰越金

の確定により、特定財源のその他から一般財源への財源振替をしたものでございま

す。 

続きまして、５頁の歳入をお開きいただきたいと思います。４款繰越金、１目繰

越金ですが、前年度繰越金が確定し５７０万９千円の増額となってございます。こ

の繰越金の確定に伴い、５款繰入金の基金繰入金ですが、５４１万３千円を減額さ

せていただいてございます。それから、６款諸収入、１目雑入については介護収入

と利用者負担金に未収金が発生したために、今回新たに過年度収入の節を設けたと

ころでございます。以上、ご審議の程宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５８号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２０。議案第５９号。平成２５年度沼田町高齢者グ

ループホーム特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求め

ます。グループホーム施設長。 

○グループホーム施設長（三浦剛グループホーム施設長）議案第５９号。平成２５

年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町

高齢者グループホーム特別会計補正予算を別冊のとおり提出する。平成２５年６月

２０日提出。町長名でございます。 

 別冊、高齢者グループホーム特別会計補正予算第１号の１頁をご覧ください。 

平成２５年度高齢者グループホーム特別会計補正予算第１号。平成２５年度沼田

町の高齢者グループホームなごみ特別会計の補正予算第１号は次に定めるところに

よる。歳入歳出予算の補正。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、４１０万

７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、４，３５３万１千円と

定める。２項については省略致します。平成２５年６月２０日提出、町長名でござ

います。 

今回の補正の内容につきましては、旭寿園と同じく２４年度からの繰越金の確定

に伴いまして２５年度予算の整理を行っております。 

５頁の歳入をお開きいただきたいと思います。４款繰越金ですが、前年度繰越金

の確定により４１０万７千円を増額してございます。 

次に６頁をお開きください。歳出でございますが、歳入で説明致しました繰越金

を一般管理費に計上しております。主に需用費、４０７万７千円に計上させていた

だいておりますが、平成１２年の開設以来１３年、施設が経過してございまして、

継続して使用している設備、備品等の緊急的に必要となる修繕費用と致しまして、

今回計上させていただいておりますので、ご審議の程宜しくお願い致したいと思い

ます。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第５９号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２２。議案第６０号。平成２５年度沼田町介護保険

特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保健福

祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）議案第６０号。平成２５年度沼田町介護

保険特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町介護保険特別会計補正予算を

別冊のとおり提出する。平成２５年６月２０日提出。沼田町長名であります。 

 別冊の介護保険特別会計補正予算第１号の１頁をお開きいただきたいと思います。 

平成２５年度沼田町介護保険特別会計補正予算第１号。平成２５年度沼田町の介

護保険特別会計の補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、５２４万３千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、３億３，７２５万３千円と定める。２項省略

致します。平成２５年６月２０日提出、沼田町長名であります。 

今回の補正につきましては、平成２４年度決算に伴う繰越金の確定と前年度の介

護給付費確定に伴う国等への返還金と、道からの負担金を計上致しております。 

歳出からご説明を申し上げます。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）宜しくご審議の程お願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６０号は、原案のとおり決することにご異議



 

62 

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２２。議案第６１号。平成２５年度沼田町国民健康

保険特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。保

健福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）議案第６１号。平成２５年度沼田町国民

健康保険特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町国民健康保険特別会計補

正予算を別冊のとおり提出する。平成２５年６月２０日提出。町長名であります。 

 別冊の国民健康保険特別会計補正予算第１号の１頁をお開きいただきたいと思い

ます。 

平成２５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算第１号。平成２５年度沼田町

国民健康保険特別会計の補正予算第１号は次に定めるところによる。歳入歳出予算

の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、２０９万７千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、５億３，１４２万７千円と定める。

２項を省略させていただきます。平成２５年６月２０日提出、沼田町長名でありま

す。 

今回の補正につきましては、歳入においては、平成２４年度の決算による繰越金

の確定と税率の改定による現年度課税分の補正、前年度療養給付費の確定による国

庫支出金等の再算定による補正、更には一般会計からの繰入金については減額を補

正を致しました。対します歳出につきましては、平成２４年度の療養給付費が確定

したことによる療養給付費の補正と納付金の概算通知による介護給付費納付金及び

償還金の補正、更には財源を充当した残り分につきまして、予備費上乗せをして、

療養給付費が伸びた場合の財源とする補正を組んでおります。 

歳出の方から説明を致します。１０頁、 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）宜しくご審議お願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６１号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

（会議時間の延長） 

○議長（杉本邦雄議長）なお、本日の会議は５時までとなっておりますが、全議案

終了まで予め延長致します。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２４。議案第６２号。平成２５年度沼田町後期高齢

者医療特別会計補正予算についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）議案第６２号。平成２５年度沼田町後期高

齢者医療特別会計補正予算について。平成２５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補

正予算を別冊のとおり提出する。平成２５年６月２０日提出。沼田町長名であります。 

 別冊の沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算書第１号の１頁をお開きいただき

たいと思います。平成２５年度沼田町後期高齢者、 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（吉田憲司保健福祉課長）宜しくご審議お願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。議案第６２号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。ここで暫時休憩致します。 

１６時５６分 休憩 
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１６時５７分 再開 

（日程の追加） 

○議長（杉本邦雄議長）再開致します。議事日程の追加についてお諮り致します。

只今、町長より議案１件、津川議員他３名より発議１件が追加案件として提出され

ました。この際、これを日程に追加致したいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって日程第２５、議案第６３号。

沼田小学校グラウンド整備工事の請負契約について。日程第２６、発議第４号、沼

田町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例の制定について。以上２件、日程

に追加することに決しました。 

 

（追 加 議 案） 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２５。議案第６３号。沼田小学校グラウンド整備工

事の請負契約についてを議題と致します。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（中野栄治建設課長）議案第６３号。沼田小学校グラウンド整備工事の

請負契約について。下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定によって、議会の議決を求める。ただし、設計変更に伴い必要が

あるときは、請負金額の１０％以内において変更することができる。記、１、契約

の目的、沼田小学校グラウンド整備工事。２、契約の方法、指名競争入札。３、契

約金額、８，９５６万５千円。４、契約の相手方、沼田町字旭町１５番地の９、渡

部建設株式会社、代表取締役、渡辺稔。５、工事場所、本通６丁目。６、工期、契

約の日から１３３日間。平成２５年６月２０日提出。沼田町長名でございます。 

 次に資料と致しまして、入札に参加しました業者名が記載してございますのでお

目通し願いたいと思います。 

 次に、工事の概要についてご説明申し上げます。本工事におきましては、グラウ

ンド整備工、合計１２，６００㎡を整備するものでございます。主な内容につきま

しては、土の部分のソイレックス表層工という部分が５，２６０㎡。それから吹き

つけ芝、張芝合わせまして７，２２９㎡。その他遊歩道等の整備を行うこととして

おります。遊具と致しましては、シーソー、鉄棒が６基。その他に健康遊具と致し

まして、背伸ばしベンチ、バランス円盤等、その他５基を設置するものでございま

す。学校菜園につきましても、１０ｍ×２０ｍ程度で整備するものでございます。 

以上でございます。ご審議の程宜しくお願い致します。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、説明が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。はい、絵内議員。 
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○７番（絵内勝己議員）このグラウンドの整備の中に、暗渠の排水は入っているん

ですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、建設課長。 

○建設課長（中野栄治建設課長）暗渠排水工につきましては、合計１，３９８ｍの

透水管を入れることとなっております。大体ピッチが１０ｍ程度で全体的に入れる

こととしております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）暗渠排水のパイプについては素焼き管みたいのを使うんで

すか。それとも火山灰で作った全部が、言い方悪いけど穴の開いたというかガサガ

サの状態で今の中学校、元の高等学校のグラウンドがそういったパイプを使ってい

るんですけれども、そういったパイプを使う予定になっているんですか、どうなん

ですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、建設課長。 

○建設課長（中野栄治建設課長）今回、素焼き等の検討も致しましたが、表土的に

まだグラウンドにおいては実証がないということから、通常の塩ビ系のパイプに穴

の空いた透水管を用いることとしております。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、絵内議員。 

○７番（絵内勝己議員）私達農家なので、色々と水田や畑にそれぞれ暗渠も常時入

れる訳ですけれども、その中で塩ビ管の効果というのは非常に薄いんですよね。正

直言って。やはり塩ビ管を使うぐらいだったら素焼きの管を使った方が効果がある。

水を吸うというかそんな部分を持っているんですよね。塩ビ管というやつは埋設し

た時はいいんですけれども、圧力で潰れる可能性ってのは、～～する時に潰れる可

能性があるんですよね。ですから、そういったことを検討すべきではないかと思い

ますけれどもいかがですか。 

○議長（杉本邦雄議長）はい、建設課長。 

○建設課長（中野栄治建設課長）今の段階の設計では、表層が１０ｃｍ、その下に

砂利層を１５ｃｍ入れまして、その下４０ｃｍ程度のところに塩ビ管を配置して、

その周りは全部粗い砂利で覆うというようなことにしておりますので、詰まりも少

なく、今のところではこれで十分大丈夫だということで設計しております。 

○議長（杉本邦雄議長）他に質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）質疑なしと認め質疑を終結いたします。これより討論に入

ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採
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決致します。お諮り致します。議案第６３号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

○議長（杉本邦雄議長）日程第２６。発議第４号。沼田町議会議員の議員報酬の臨

時特例に関する条例の制定についてを議題と致します。ここで、提案理由の説明を

求めるところですが、この際、説明質疑を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、説明、質疑を省略するこ

とに決しました。これより討論に入ります。ご意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご意見なしと認め、討論を終結致します。本案について採

決致します。お諮り致します。発議第４号は、原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（杉本邦雄議長）ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決し

ました。 

 

（閉 会 宣 言） 

○議長（杉本邦雄議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了致しました。

これにて平成２５年第２回沼田町議会定例会を閉会致します。ご苦労様でした。 

 

１７時０３分 閉会 

 

 

 

会議の経過を記載し、その内容に相違ないことを証するためにここに署名する。 
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